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第
十
I
 

(

2

四)

雜

錄

「

人
S

J批
,

.新
に
出
現
せ
る
エ
業
部
門
に
對
し
常
初
ょ
り
國
家
的
組 

合
を
創
設
す
る
に
よ
h
て
斯
る
國
垃
化
を
成
^
し

2
,の 

:

で
あ
る
。
而
し
て
、細
濟
形
賴
が
恰
も
其
常
時
、
多
數
の 

X
業
に
於
て
際
會
し
た
る
手
工
業
よ

G
家
內
工
業

へ
の 

，變
化〜

典
に
新
な
る
國
家
的
組
合
は
旣
に
最
初
よ
り

 ̂

內
：

H

業
制
度
の
性
質
を
有
し
作
此
國
家
的
，エ
業
剛
體
の 

::
^
態
a
第
十
七
、

A
I世
紀
^
通
じ
て
總
ベ
て
の
國
々
に 

rr
に
多
歡
r
出
現
し
、
其
時
代
のH

業
組
織
に
其
特
徴 

を
與
ふ
る
所
の
も
の
..で

あ

る

，。
，

此
組
合
制
，度

の

阈
1*
化 

は
英

國

及

フラ
ン
ス
に
於
て
、
統

1

倾

向

の®:
な
る
，r 

よ

，，
、
旣

に

中

世

に

於
て
生

じ

た

の

であ
る
。(g. 
E
 

以
上
を以
て
、
ゾ
ム
イ
ル
ト
の
マ

ー

カ
ン
チ

リ
ズ
ム

梢
®
及
辟
工
業
政
策
論
の
大
要
を
述V

終
り
た
れ
ば
、
 

以
下
、
先
づ
チ
ユ
ー
ド
ル
朝
時
代
殊
に
エ
リ
ザ
べ
ス
朝 

に
於
け
るH

業
組
織
の
如
何
な

^N

し
か
及
之
に
對
す
る 

H

業
政
策
.の
影
_
ど
を
舰
察
ず
る
。(

未
完)

.
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四
號

1

三
八

「

人
口
論
L
批

判

(

上)

津

田

誠

«m aa ,

B
g
a
r

は

「

謂
は
V'
ア
グ
ム
、

ス
ミ
ス
は
何
人
も
# 

揚
し
、然
も
何
人
も
味
讃
：せ
ざ
る
著
書
を
殘
し
、
マ
ル
サ 

.ス

.は
何
人
も
味
K
せ
ず
然
も
何
人
も
非
*
す
る
著
#
を 

殘
し
^」

(

S
3
I 

thus .and ;.His .work, t
x

^
ど
*s
.
oて
. 

ゐ
る
。
誤
解
の
上
に
不
當
の
非
議
を
漿
れ
る
、

マ
ル
ナ 

:

ス
の
如
く
甚
し
き
は
稀
有
で
あ
る
。：
乍
并
、拆
く「

人
口 

論」
が
萬
人
嫌
忌
の
對
象
ど
な
れ
る
は
、
偶
々
そ
れ
が
® 

|人
の
注
意
を
喚
起
す
る
に
&
る
權
威
あ
る
內
容
を 

せ
る
證
左
で
あ
る
。
其
初
版
は
洵
に
眇
た
る
小
批
に
過 

ぎ
ざ
り
し
に
拘
ら
ず
、
出
現
の
當
初
ょ
り
忽
ち
學
界
に

1
々
た
る
論
#
を
*
騰
せ
し
め
た
。
而
し
て
マ
ル
ナ
ス 

は
衆
多
の
論
敵
に
&
す
る
應
酬
に
依
办
、
愈
々
典
學

11
1
-

の
大
成
k
資
し
々
の
で
ゐ
る
o
特
に
®
れ
•か
人
口
の
幾 

何
級
數
的
增
加
ざ 
>
.
食
糧
の
算
術
級
數
的
靖
加
を
云
爲 

せ
る
は
、
時
人
後
人
の
激
烈
な
る
非
雛
を
■
起
す
る
誘 

因

の1

な
つ
た

o
今
私

は.Edwin 

C
a
r
m
a
n

の

「

人 

、
口
論」

批
判
を
通
し
て
、
此
«
の
非
難
の
耍
皆
倥
價
値
..
.
| 

ミ

を

織

檢

し

た

い

。

:

;

ぐ

 

0
災§
岂
に
從
へ
ば
、
若
し
.
.マル
サ
，ス
が
取
.に
：\
<̂
巴
1
3̂

一
 

.の
如
く
八
，口
の
增
殖
が
潴
極
に
，於
て
.妨
遏
せ
一
ら
る
可
き 

事
を
立
證
せ
ん
ど
欲
:̂
た
の
で
，あ
れ
ば
、
そ
^
は
正

しj 

:
い
。
S

地
球
の
廣
蒸
に
I

限
が
t

、
5

1

^

に
德
息
す
可
き
人
口
に
も
所
詮
制
限
あ
る
は
自
IJ
j
の

理

ノ
 

で
あ
る
。
乍
併
マ
ル
.サ
：ス
，ば
常
に
其
0
學

說

が

、
リ
か
、

一 

る
解
釋
を
下
さ
れ
る
事
を
侮
鹰
し
拒
杏
し
て
ゐ
る
。
彼

| 

は
人
口
增
殖
に
對
す
る
制
限
の
、
'ニ
六
時
中
必
要
不
可 

缺
の
も
の
ft
る
を
立
®
せ
ん
^

企
圖
U
た
の
で
あ
る
。

:

而
し
て
彼
れ
が「

人
邙
の
カ
は
生
存
資
料
を
康
出
す
る： 

土
地
，の
力
ょ

K
7も無
限
に
偉
大

'で
あ
る

1-
ど
云
ふ
時
、

筑
十
七
怨
7ー
ハ
霊)

雜
、
.ノ
錄
:「

人
口
論」

彼
は
■現
在
を
考
.慮
し
て
ゐ
る
の
で
、
決
し
て
遥
遠
の
| 

來
を
考
it
し
て
ゐ
る
の
で
は
無
い
、(cannan: T

h
e
。* 

n.es of Production and Distribution 3d ed. 

p. 

1
3
6) 

其
■
左V

し

てC
a
n
n
a
n

は
次
の
如
さ
マ
ル
サ
ス
の
.言 

辭
を
引
用
す
る
:0
即
ち
'

::「

-
< ロ
の
作
用
を
以
て
：平
等
の
祉
會
組
織
の
全
甚
礎
:, 

を
崩
壊
せ
し
む
る
も
の
ご
思
*
せ
るWallace

氏
す
ら
、
；

.

全
地
球
が
昍
園
の
如
く
開
：纖
せ
ら
れ
、
其
上
の
生
產
咐
： 

加
•か
最
早
不
可
能
ご
な
る
時
の
至
る
に
先
立
つ
て
、
該 

原
因
ょ
h
諸
種
の
困
雛
の
發
生
す
可
き
事
を
知
悉
し
な 

か
つ
た
ら
し
い
9若
し
か
\
る
.見
解
が
眞
疋
で
ゐ
り
、
且 

つ
他
方
に
於
て
美
は—

' き
平
等
世
界
の
實
現
を
可
能
ビ 

せ
ば
、
佘
ど
雖
這
個
の
企
劃
を
追
求
す
る
吾
人
の
熱
意
. 

,が
徭
遠
？
困
纖
に
對
す
る
配
虛
の
爲
に
徂
喪
せ
ら
る
可 

き
必
要
を
見
な
い
。
か
、
る
遠
隔
の
事
故
は
須
く
天
0' 

攝
理
に
委
ね
て
可
な
り
で
あ
る
。
然
し
實
際
に
於
て
®
、
 

し
佘
の
論
述
す
る
見
解
を
正
當
€
す
れ
ば
、
S
裡
の
闽

, 

_四

總

】

S
九



笫
卞
七
怨(

六III

六)

.

雜

，
錄

「

人
口
論」

批
列

雛
は
決
し
て
爾
く
遙
遠
に
あ
ら
ず
直
接
焦
眉
の
急
で
あ 

る 

'若
し
杂
人
類
を
孕
等
の
境
地
に
立
た
し
め
ば
、現
瞬 

間

ょ

り

，全

地

球

が

田

園

化

す

る

に

至

る

迄
の
耕
作
進
展 

.の
途
次
の
何
れ
の
時
期
に
於
て
も
、
食
糧
缺
乏
の
悲
歎 

は
始
終
總
て
の
人
々
を
腮
迫
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
假
令
土 

地
の
所
產
年
々

增
加
す
る
も
、

;:
-

入
ロ
觅
に
急
速
に
附
加 

u
ff
饒
は
必
然
罪
惡
慘
禍の

！
！

期
的
な
る
或
は
不
斷
の 

作
用
の
爲
に
阻
齊
せ
ち
れ
る
で
あ
ら
ぅ」
?r(MdIthus :

oprcit. 

I
sr+ed

 

pp. 142-144

*:2d

 e
d
.
^
?
3
5
3
-
3
カ4) 

而
し
て
、C

a
i
m
a
n

は
云
ふ
、
か
；く
マ
ル
ナ
ス
が
人
口 

:

過
增
の
傾
向
を
以
て
即
時
0
禍
喪
と
思
«
し
た
の
は
"

「

是
れ
彼
れ
が
自
ら
劍
見
せ
る
惑
は
し
き
數
學
上
の
ft 

赞に侬てら僞かれ

'た
結
果
で
あ
る
。彼
は
：人
：ロ
は 

何
等
.の
障
碍
無
3
限
ヽ
幾
挪
級
數
的
に
增
加
す
る
に
對 

し
生
存
資
料
は
啦
獐
術
級
數
的
^
增
加
す
る
に
®
ぎ
す 

>、

」

«
し
、
.；前
渚
の
例
^
！
し
て
卄
五
部
，每
に
一
.一
倍
^
增
加 

.す
る
揚
合
を
擧
げ
、
後
者
の
例
ビ
し
て
廿
S
年
每
に
最

' 

第

四

鹧

5

0

初
の
额
S
等
額
だ
け
增
加
す
る
場
合
を
擧
げ
て
ゐ
.る
。

:

今
是
等
二
種
の
級
數
、
即
ち 
一
JL
V
四
。八
：
：
ビ 

一
• 

一
H

V
四
•五
:

:ど
を
併
列
す
る
時
は
、第
二
項
以
下 

:は
#-
考
ヵ
.後
^
ょ
り
も
著
し
く
急
激
に
增
加
す
る
は
明 

白
で
あ
る
。是
れ
彼
れ
がr

生
活
資
料
に
關
す
る
困
雛
ょ 

ぅ
し
て
人
口
の
上
に
カ
强
く
且
つ
不
斷
に
作
用
す
る
抑 

制
な
る
も
の
、
、
必
然
存
在
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
事
を 

•#
:
究
せ
る
所
以
で
あ
る
。
J

P目
目
”wealth, p. 

57 )

此 

推
究
の
第
一
の
錯
誤
は

マ

ル

ナ
ス
が「

幾
何
級
數
的
に 

.增
加
す
る
事
が
、
必
ず
し
も
廿
五
年
帝
に
倍
加
す
る
事 

ど
同
一
に
あ
ら
ざ
る
.事
を
'*
過
せ
る
點
で
あ
る
。
英
國 

に
於
け
名
生
活
資
料
の
年
產
額
1
廿
五
年
每
に
無
際
限 

に
增
如
せ
し
む
る
事
は
、
疑
も
無
く
不
可
能
事
で
あ
つ 

た
。
又
そ
れ
が
廿
五
年
每
C

T七
九
八
年
當
時
の
平
產 

額
^
等
额
だ

け

增
加
し
得
可
き
事
も
覺
束
無
か
つ
た
。
 

r
し
そ
は
そ
.れ
か
幾
何
«
數
を
以
て
增
如
し
得
ざ
り
し
：
 

事
、
若
し
{
は
.そ
れ
.が
取
k
算
術
級
數
を
以
て
堦
加
し

得
左
る
辜
の
立
證V 」

は
な
ら
ぬ
。
假
に
產
額
が
年
々
千 

分
：之
：1

宛
增
加
す
る
に
過
ぎ
す
€ 
f
る
も
、
或
は
五
萬 

印
每
に
培
加
す
る
f
す
る
も
、
尙
を
れ
は
魏
何
»
數
を 

以
て
咐
加
し
つ
、
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。」

(Cannan : 

rheones of Production and Distribution. 

3
d ed, 

p>. 

140) 

m
iつ
マ
ル
ザ
ス
：が「

人
ロ
は
北
2:
卬
每
に
優
に
倍 

加
^
て
ふ
.立
論
を
>
北
米
の
實
例
'に
依
0
:て
證
明
せ
る 

ゆ
彼
だ
潔
掘
な
る
論
據
を
採
れ
る
も
の
な
る
も
、し
然
も 

「

食
糧
問
題
に
關
し
て
は
彼
は
：北
：米
の
實
例
ょ
り
眼
を 

轉
換
し
て
観
者
に
對
し
、
何
處

K
て
.も

世

界

の

或

：，
る

地
 

一®
例
べ
ば
英
國
に
就
き
て
、
其
生
活
資
料
の
產
額
は
凡 

そ
如
何
な
る

比
例
を
以
て
增
加
し
つ
，、
あ
る
か
を
®
察 

せ
ょ」

さ
要
求
せ
る
は
狡
獪
で
あ
る
。
何
に
故
な
ら
ば
、 

マ
ル
ナ
ス
は
ー
七
九
八
¥
以
後
の
五
十
年
間
に
於
て
、
 

大

英

帝

國

の

產

物

が

到

底

四

倍

，せ
?>
•
る

、
能

は

ず

ビ

論 

斷
せ
る
も
、
翻
て
北
米
の
各
植
民
地
を
見
る
に
、
上
述 

の
沏
間
內
に
興
生
產
物
の
ー
一
依
ど
な
..又
四
估
ど
な
れ 

第
十
七
卷
‘

(

六
三
.七)

雜

錄
.

「

人
口
論」

^
列

る
は
明
白
.で)

あ
る
か
ら
で
あ
る
；o
旣
に
何
處
.し
も
せ
よ 

:I

旦
か
、
る
實
例
の
存
せ
る
以
上
は
、「

生
存
資
料
は
ニ 

:十
五
年
每
に
最
初
ビ
等
額
だ
け
增
加
し
得
る
に
過
ぎざ

.. 

，.る
事
を
、
.
1
1
般
的
命
題
€
し
て
立
言
す
る
が
如
き
は
跋 

|謬
で
ぁ
る
。」

況
ゃ
_
:

「

假
令
吾
人
は
此
命
題
を
以
て1

七 

:九
八
年
當
時
に
於
る
太
英
帝
國
ミ
同
樣
に
"
人
口
稠
密
，
 

な
る
國
家
に
の
み
其
適
用
を
限
定
す
る
も
、
尙
マ
ル
サ 

ス
の
議
論
は
へ
恰
も
幾
何
學
の
受
驗
者
が
提
示
せ
ら
れ 

た
る
命
題
を
ば
、
正
確
に
は
證
明
し
得
す
に
唯
甚
だ
眞 

實
ら
し
く
之
を
解
說
し
得
た
b

e主
張
す
る
に
似
て
、」 

實
は
必
中
し
も
眞
な
ら
ざ
る
に
於
て
を
や
三Cannan : 

Wealth, pp. 

5
7
1
5
9
)
0

バ

u

 

.

人
口
問
題
に
關
す
るC

a
n
n
a
n

自
ら
の
所
見
は
暫
く 

措
き
、
以
上
は
マ
ル
ナ
ス
の「

人
ロ
論」

を
^
象
ビ
せ
る 

彼
れ
の
批
判
の
大
要
で
ぁ
つ
て
、
其
主
服
は
第
一
人
口

過
增
の
傾
向
ょ
り
發
生
す
可
き
禍
害
を
直
接
燋
眉
の
急

.
 

'
. 

第

四

號

一

四

一



.第
十
七
卷(

六
三
八)

雜

:
綠

1
-ん
6
輪」

批
妁

ヒ
患
惟
す
る
誤
謬
は
、

マ
ル
サ
ス
が
人
口
の
幾
何
級
歡 

的
增
加
並
に
罾
®
の
窩
術
級
數
]%
吧
洳
を
確
く
信
す
る 

爲
で
ぁ
る
。
第
二
、：
 
二
十
五
年
S

Kふ
特
定
の
年
數
每 

に
倍
洳
す
る
事
ど
幾
何
級
數
的
に
增
加
す
る
事
ビ
を
冏 

1

視
し
、
且
っ
人
ロ
^
か
の
實
例
を
北
米
に
睐
り
乍
ら 

.食
糧
增
加
の
實
例
を
英
國
に
級
れ
る
は 
>
:
自
說
を
强
辯 

甘
ん
が
爲
の
不
IE
な
る
論
法
で
^
る
^

S
ふ
に
«
着
す 

る

预

し

て

3̂
論
辦
の
全
避
!̂
が
、
如
何
_
2マ
ル
サ
ス 

の
云
爲
ぜ
る
增
加
率
に
重
心
を
置
け
る
か
は
ー
讀
に
し 

て
，明

白

で

あ

る

。

:

:,:今
如
上
の
批
判
を
檢
す
る
に
數
學
的
直
喩
の
使
用
に 

多
少
の
鐘
働
は
ぁ
れ
、
.人
：
ロ
並
一
に
：
食

:®
增
加
の
Jt
t
例
を 

m
.
一
 

に
し
な
か
つ
た
の
は
必
ず
し
も
非
離
す
可
&
で
無 

い
。.蓋
し「

g

米
利
加
植
民
地
の
如
き
新
開
國
に
於
て 

は
、
，固

ょ

り

食

糧

增

加

は

人

ロ

增

加

ビ

涉

調

を

共

に

す 

可

く

、
，
耕

作

改a
或
は
交
通
發
蓮
に
依
る
■
鏡
な
る
地 

域
の
激
增
は
、
勿
論
居
住
民
の
富
源
を
無
限
に
擴
大
す

. 

锻
四
酿
一
四
こ 

る
で
办
ら
ぅ
。
乍
併
，
マ
ル

ス̂
の
考

M
せ
る
は
人
民 

が
嚴
密
に
制
限
せ
ら
れ
た
る
地
域
ょ
り
、
從
前
ょ
り
一 

:

層
多
量
の
收
»
を
抽

出

す
/J

の
M
め

ろ

現
狀

k於
る
事 

現
で
あ
る
。

マ
ル
ナ
ス
が
斯
か
る
狀
態
を
因
し
て
、

一
 

般
普
通
の
爆
合
ビ
速
斷
せ
る
か
否
か
は
疑
問
だ
す
る 

一
り
も
、
兎
に
角
そ
れ
は
常
時
の
英
國
に
於
て
啻
に
起
り
得 

I '

可
き
狀Ji

で
あ
つ
允
許
り
で
無
く
、
亦
實
際
の
狀
態
で 

あ
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
れ
の
問
題
は
能
ぐ
現
實
に
適
合 

し
て
ゐ
た
。
彼
れ
の
目
，的
は
或
る
制
限
せ
ら
れ
た
る
地 

I

域
の
人
ロ
が
、
幾
何
級
數
的
の
增
加
を
妨
遇
せ
ら
る
、 

:'
:經
赂
を
探
求
す
る
事
，で

あ

つ

巧
英
人
の
子
孫
が
盥
米 

執

加
に
於
て1

定
の
此
率
を
以
て
增
加
す
ど
せ
ば
、
何 

I
:

に
故
英
本
國
に
於
て
は
同
樣
R
僧
加
せ
ざ
る
乎
。
是
れ 

‘
何
人
も
認
容
す
可
き
立
派
な
科
學
的
の
問
題
で
あ
る
。

同
一
の
起
源
ょ
6
發
し
、
隨
つ
て
近
似
の
性
情
を
有
す 

S
推
せ
ら
る
、
兩
種
族
が
、
相
異
れ
る
比
率
を
以
て
增 

加
す
る
を
見
る
時
、
吾
入
は
其
相
違
の
原
因
を
究
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

マ
ル
ナ
ス
は
其
著
の
籾
版
に
於
て 

*
:̂
節
徽
に
且
つ
最
も
矛

';&
»
き
解
答
を
與
べ

/2
の
で

あ
る

」
(Leslfe 

S
t
e
p
h
e
n

 : 

T
h
e

 

English 

Utilitarians.
. 

. 

.

.

. 

.

v
o
l
.

 

I
I
.

 

p
p
.

 

1
4
9
-
1

5
〇)

°

.

M
.
i
2
o
a
n
n
a
n

が
假
令f :

七
九
八
年
當
時
の
英
國
の 

如
■き
旣
に
人
口
の
胁
密
な
V
0陳
家
に
0:
:み
通
用
す
.
る 

t

尙
マ
ル
サ
ス
の
人
口
法
則
の
虛
妄
な
る
を
斷
言
せ 

る
は
如
何
な
る
論
據
に
某
く
乎
。
を
は
明
に
彼
れ
が
人 

眢
の
镟
達
技
術
の
進
步
に
侬
つ
：て
生
存
資
料
の
生
産
額
：
 

を
潋
«
せ
し
め
V

之
を
以
て
長
足
の
人
ロ

，膨
脹
に
優
に 

對
應
し
#
可
き
所
以
を
過
虫
に
«
し
將
來
に
*
#
す
る 

が
爲
で
ぁ
る
。乍
併
、此

^

に

_

し

て

も

尙
マ
ル
ナ
ス
を 

辨
謎
す
る5

が
出
來
る
？
：固

:1
h
,農
業
經
營
0
技
術
知
：
 

識
の
發
逄
：に

依

つ
て
、

$

其
他
の
生
#

»

»
が
®

近 

へ
一
世
紀
の
間
に
驚
興
す
可
ぎ
年
產
额
の
增

：

收
k
見
rd
る 

は
周
知
の
!̂

實
で
ぁ
る
。「

を
は
算
術
級
數
的
增
加
ょ
り 

も
遙
に
急
速
で
ぁ
る
。
然
し
生
作
資
料
が
假
令
人
ロ
ビ

第

卞

七

卷(

六
三
九)

雜

錄

「

人
ロ
鬯
批

^

:

共
に
七
倍
し

れ
は
マ

f
ス
の
論
S

を
機
す
も
の
で
は
無
い
。
如
何
皮
な
れ
ば
彼
は
總
て
の 

何
れ
の
食
糧
增
加
に
就
き
て
も

言
及
せ
る
に
あ
ら
す
し 

て
"
唯
過
去
の
支
給
額
を
產
出
せ
る
ミ
同
種
の
方
法

"

\

及
び
同
種
の
勞
働
に
侬
る
食
糧
增
加
に
關
し
て
の
み
論 

じ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

一
旦
、
'
新

た

に

人

間

を

產

出

す 

る
に
は
過
去
の
總
て
の
時
代
に
於
る
ょ
り
以
上
の
0

W

 

0
努
力
を
要
せ
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
新
^
に
食
糧
を
.生
，產 

す
る
に
はy

層
の
勞
新
奇
の
改
良
を
翦
す
る
事
が 

認
識
せ
ら
る
れ
ば
、
愛
に
旣
に
兩
者
の
差
違
は
®
容
せ 

ら
る
\
道
11
で
あ
る
。
兩
者
の
作
用
が
共
に
人
間
の
行 

,爲
紀
懸
り
、
且
つ
共
に
實
際
上
無
際
限
な
る
の
*

«
は
、
 

\

決
し
て
是
等
の
兩
遨
が
其
本
質
を
興
に
す
る
事
を
妨
げ 

な
い
。
反
對
論
者
は
往
々
人
ロ
が
食
糧
を
凌
^
す
る
傾 

向
は
、
人
口
の
皆
無
な
る
土
地
若
し
く
は
其
稀
雜
な
る 

，.
.土
地
の
存
在
ビ
矛
盾
す
る
が
如
く
組
惟
す
る
も
？
是
れ
' 

物

體

が

相

互

に

索§|
す

る

傾

痴

が

、

恰
も
物
體
の
不
收 

, 

第

四

號

一

四

ー
1
1



第
十
七
卷

(

六四〇

)

雜

錄

「

人口論

J

批列、

縮
性
ど
相
矛
盾
す
ビ
云
ふ
が
如
き
謬
見
で
あ
る
。
着
眼 

す
可
き
重
要
な
る
爾
は
、：1

の
力
が
他
の
力
ょ
り
も
偉 

大

な

る

#

で
あ
る
。
兩

秫

の
カ
の
關
係
は
偶

話
に
於

る 

兎
^
龜
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
S
足
の
龜
を
競
爭
に
勝 

た
，し
め
ん
が
爲
に
は
、
兎
を
眠
ら
し
め
ね

ば

な
ら
ぬ」 

(
B
o
n
a
r
: 

M
ai thus and His Work. 

?で
，
0\
の-

7
0
)

是 

れ
マ
ル
サ
ス
が
人
ロ
過
增
の
鹂
密
を
防
止
す
る
爲
に
、 

道
徳
的
抑

制

の

必
要
を
力
說
す
る
所

以

で
あ
る
。；雜
れ 

が
決
し
て
通
常
见
惟
せ
ら
厶
く
が
如
ぐ
ァ
科
學
や
理
性
：
 

:&
無
視
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
斯
は
後
に
與
言
す
る
。
 

愛

に

は

取

に

生

產

技

術

の

，發
達

に

伴

ふ

長

足

'の
食
糧
增 

加
が
、
必
す
し
も
彼
れ
の
學
說
ビ
矛
盾
せ
ざ
る
事
を
表 

明
す
る
に
停
め
る
1
次
は
増
加
率
の
問
題
で
あ
る
。
 

'
0
!

 

...

■c
a
n
g
n

の
所
言
の
如
ぐ
つ
マ
ル

f
ス
に
於
て
は
人
ロ 

間
題
は
、罟
等
に
於
る
へ
ビ
異
人
口
の
密
度
ビ
淹
業
の 

生
產
力
と
の
間
題
で
は
：無
く
、
人
ロ
增
加
ど
食
糧
の
年

.第四號一四四

產
額
增
加VJ

の
速
度
比
較
の
.間
題
で
あ
る
。
彼
れ
が
人 

ロ
膨
脹
を
制
限
す
る
の
必
要
を
威
じ
た
る
所
以
は
"
人 

ロ
が
或
る
經
濟
的
限
界
に
接
近
若
し
く
は
超
過
し
た
る 

爲

に

あ

ら

ず

し

て

、

唯
堪
に
，食

糧

の

牟

產

額

を

「

制
限

I

增
加
せ
し
む
i

を
不
p

f

l
せ
る
f

あ
る」 

(cannan: 

fheones 

of 

F
r
o
d
u
c
n
o
n

 

and 

D
i
s
m
-

bution. 

30.e
d

 p. 138
)
。

此
a
ま
で
は
何
人
も
異
論
無 

き
所
で
あ
る
。
要
は
マ
ル
ナ
ス
が
食
糧
增
加
を「

制
限 

:;
:
せ
ら
れ
ざ
る」

人
口
增
加
に
追
隨
せ
し
む
る
事
を
不
可 

■
能
ど
爲
す
は
、
將
し
てC

a
n
n
a
n

の
云
ふ
が
如
く
彼
れ 

\
が

「

制
限
な
き
時
は
人
1:
!
は
幾
何
級
數
的
に
增
加
し
、
 

:
食
糙
は
單
に
算
術
級
數
的
に
增
加
す」

S
文
字
©
り
に 

I
確
信
せ
る
爲
な
る
乎
。
或

は)

•
CO
,
霞
の
辯
護
す
る 

が
如
く
、

マ
ル
サ
ス
は
單
に
說
明
の
便
宜
上
如
上
の
數

學

的

比

愉

を

云

爲

す

る

の

「

胃

險

」

を

敢

て

行

へ

る

も

の 

で

あ

っ

て

、
毫

：も

之

を

«
:親

す

る

の

意

志

無

か

6
し

乎

o

:

換

言

す

れ

ば

彼

れ

の

學

說

は

人

ロ

の

幾

何

殺

數

的

增

加 

並
に
‘食
糧
の
笕
術
級
數
_
增
加
を
前
提
足
せ
ざ
れ
ば
>
:
. 

單
に
前
者
が
後
者
ょ
h
も
急
速
に
增
加
す
ビ
云
ふ
の
み 

に
太
は
成
立
し
能
は
ざ
る
か
0
問
題
で
あ
る
。

,此
離
に
，關

す

るH
i

y

の
解
釋
は
«
だ
同
愦
に
,
 

ち

て

ゐ
る
。
日
く

「

マ
ド
テ
ス
の
確
立
せ
ん
ど
し
れ
る 

方
式
は
、
恰
も
彼
れ
の
學
說
の
精
髓
が
食
糧
の
算
術
級 

數
的
增
加
並
に

4
の
幾
何
級
數
的
增
加
の
上
に
存
立 

す
る
が
の
や
ぅ
に
/、
屢

々
非

_

を

亭

受
し
た
。
今

«
を 

，
は

：
事
®
に
反
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
マ
ル
サ
ス
の
學
說
の
主 

眼
は

4總
て
の
生
物
に
は
避
に
對
す
る
砂
：養
資
料
を
超 

え
て
增
加
す
る
所
の
不

斷

：
の

傾

向
あ
b」

ぞ
云
ふ
一
句 

に
粗
容
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
其
方
式
を
屢
々(

一. )

;人
：P
は

幾

何

級

數

的

に
す
。(

ニ
：.

〕

生
#
資
料
は
算
. 

術
級
數
的
に
增
加
す
。(

三)

此
兩
稲
の
相
異
れ
る
坳
加 

率
ょ
り
發
生
す
る
不
均
衡
は
、
必
然
戰
淨
、
罪
惡
、慘
禍 

を
惹
起
す
^
云
ふ
が
如
く
に
解
す
る
は
不
當
で
あ
る
。
 

K
l
.
i
第
十
七
^

(

六
四
C

:
斜

.
1錄：「

人

-0
論」

驰
-̂

:
斯

の

如

き

表

示

は

マ

火

サ

ス

の

著

述

の

何

處

に

も

後 

:

見
す
る
事
は
出
來
な
い
。
其
後
版
に
'於
て
は
彼
は
取
に 

人
口
の
傾
向
に
就
き
て
語
る
の
み
で
あ
る
。
彼
れ
の
意 

味
す
る
所
は
、
人
ロ
は
增
加
す
る
に
從
つ
て
愈
々
其
堦 

\

加
力
を
增
大
し
、
而
し
て
其
增
加
欲
に
し
て
保
®
せ
ら 

j

れ
ん
か
、
或
る
種
の
防
遏
の
作
用
せ
ざ
，る
限
り
、
其
增 

一
加
を
實
現
す
可
し
ビ
云
ふ
の
で
あ
る
。
其
實
現
の
可

能 

j

t4
に
至
つ
て
は
是
れ
生
理
學
上
の
問
題
の
み
。
假
に
他 

j

の
條
件
を
同
一
ど

想
足
す
れ
ば
I

岡
ょ
り
マ
ル
ナ
ス 

j

,
は
さ
ぅ
信
じ
た
の
で
は
無
い
が
.

—

四
西
萬
の
人
ロ
が 

\

1
莨
萬
を
增
加
し
て
五
西
萬
ミ
《
る
は
、

！
西
萬
の
人 

j  
ロ
が
一
百
萬
を
增
加
し
て
ニ
西
萬v

な
る
ょ
o
も
容
14 

\

で
あ
る
。
是
れ
マ
ル

サ
ス

が
人
口
は
幾

何

級

數

的
に
增 

加

す

る

の

傾

向

あ
云

へ
る
本

質

的

眞

意

義

で

ゐ

る 

S
思
は
れ
る
。

然
ら
ば
土
地
に
依
®'
す
る
限
ら
の
.生
存
縻
料
に
至
つ 

て
は
如
何
。(

マ
,
ナ
ス
が
其
人
口
法
則
に
於
て
原
料
の

笫四虢一四玉

■
‘



锁
十
七
怨(

六
四
ニ〕

.

.雜

錄

「

入口論

」

批列
 

始
源
ビ
し
て
言
及
せ
る
は
農
業
で
あ
つ
て
工
業
で
は
無 

い)

。

此
の
場
合
に
於
て
も
何
人
ロ
の
場
合
ど
典
の
事 

情
等
し
き
乎
。
土
地
は
其
み
生
產
力
を
增
加
す
る
每
に 

SI
に1

層
容
易
に
そ
れ
以
上
の
生
產
能
力
を
增
大
す
る 

で
あ
ら
ぅ
乎
0
如
何
な
る
農
夫
も
之
を
资
定
す
る
で
あ 

-

ら
ぅ
。
例
へ
ば
從
前
六
十
ブ
ッ
シ
キ
ル
の
馬
鼢
«
を
產
出 

.し
：た
る
：

1

.

T力
ア
の
土
地
が
、
丹
念
に
改
善
せ
ら
れ 

て
八
十
ブ
ッ
シ
丈
ル
を
產
出
す
る
に
^
Y
し
ビ
せ
よ
、
總 

て
の
經
驗
に
徵
す
る
に
此
物
產
の
產
額
を
八
十
ブ
ッ
シ
工 

ル
ょ
ヶ
更
に
百
ブッシ
チ
ル
に
增
加
せ
し
む
る
は
、
六
十 

ズ
ッ
シ
ギ
ル
ょ
6
八
十
ブ
ッ
シ
^
^
に
附
加
せ
じ
め
し
時
の 

如
く
に
容
易
で
は
無
い
。
其
容
易
に
あ
らVv

る
事
を
立 

■
す
る
は
雛
事
で
無
い
。
蓋
し
假
に
へ1:

定
置
の
注
意w

 

勞
働w

が

例
べ
ば
穀
物
の
：：

r

宛
額
を
產
出
し
、
其
注
意 

ビ
勞
働
を
倍
加
す
れ
ば
產
额
も
隨
っ
て
倍
加
し
、
三
倍

.す
れ
ば
產
¥
も
三
^
し
.、：
.か
.、
る
鄙
子
に
.進
行
す

る

も 

の
ビ
す
れ
ば
誰
し
も
興
田
刚
の
而
積
を
鱗
張
せ
ん
欲

.
第

四

號

一

四
'六 

•
す
る
も
の
無
き
は
明
か
で
あ
る
。
即
ち
五
ユ
ー
力
ァ
ょ 

:
b百
五
十
ブ
ッ
シ
"
ル
の
小
麥
を
生
*

し
つ

 >

 
め
る
農
夫 

がt

千
五S

T

フ
ッ
シ
•ュ
ル
を
生
產
せ
ん
€

欲
す
れ
ば
、彼
は 

へ
®
に
典
五H 
I

力
ァ
に
從
前
の
十
倍
の
注
意w

勞
働
と 

を
投
費
す
れ
ば
可
な
る
道
理
で
あ
る
0
を
は
別
'

J

四
十 

五H 

I
ヵ
ァ
の
土
地
を
嫌
入
す
る

に
比
し
低
廉
で
あ 

る
。
何
故
な
ら
ば
丑
十
千
丨
ヵ
ァ
の
土
地
は
五
エ
ー
ヵ 

ァ
の
土
地
ょ
り
も
多
®
の
#
作
を
要
求
し
、
結
局
農
失 

.は
四
十
五
エ
ー
ヵ
ァ
の
土
地
_
入
の
代
金
に
.對
し
て
何 

ノ
等
の
報
償
を
得
な
.い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
假
に
最
初
の 

生
產
額
を
ニ
倍
せ
る
後
に
、
E
に
之
を
三
衍
す
る
事
が 

ニ
倍
せ
し
時
の
如
く
に
容
易
な
b
と
し
、
又
最
初
の
生 

產
額
を
一
一
.倍
せ
る
後
®
に
之
を
四
倍
す
る
事
が
、
，三
倍 

せ
し
時
の
如
く
に
容
易
な
り
寛
す
る
も
、
吾
人
は
依
然 

，軍
^
算
術
級
數
的
增
加
を
見
る
に
過
ぎ
な
い
。
是
れ
即

ち
マ
ル
サ
ス
が
食
糧
は
算
術
級
數
的
以
上
に
迅
速
に
赠 

加
せ
し
む
る
能
は

.My 

?云
，へ
る
眞
.の
意
味
，で
办
る」

と

'(.irfaney : -History 

o
f 

.-pconomic ..Thou

aQllt. ..'pp. 

...2 3 

2
3
6)。 

, 

‘
如
上
の
論
旨
は
明
に
幾
何
級
数
的
及
び
算
術
級
數
的 

增
加f

を
輕
視
す
る
ミ
同
晞
^
、
;'
ャ
.ル
サ
ス
，の
人
ロ
_
 

^
收
稷
遞
減
の
法
則
€

を
連
結
せ
し
む
る
も
の
で
あ
ノ
 

る
。
然
も
か 
>
る
見
解
は
絕
對
に
.oa

r
m
a
n

の
そ
れ
S 

\

相
容
れ
な
い
。

つ

h
 

:

.

.

.

' 

'
 

'
 

ド
 

：

\
「

，
：
，
：
，

:
;
,
四

 

へ
:

：
:
:
-

:
w
び

C
a
n
n
a
n

に
從
ヘ
ば「

論
者
往
々
マ
ル
サ
ス
が| 

其
幾
何
級
數
的
及
び
箅
術
級
數
的
壞
加
率
に
殆
ど
或
は
.\

:

全
然
重
き
を
置
か
す
ビ
m
ぐ
も
、
か
V
る
所
論
:^
毫
も
.| 

.

根
柢
無
き
も
の
で
あ
る
。
，
ザ
定
如
間
內
に
於
る
牟
均
年
.

|

 

產
：額
は
算
術
級
數
を
以
：て
增
加
す
る
«
覺
：束

な

ぃ

ぺ

換. 

言
す
れ
ばt

ル
サ
ス
の
所
謂
生
花
資
料
は
車
に
：算
術
級
.) 

數
を
以
て
坩
加
す
る
に
®
ぎ
ず
t
の
.論
旨
を
彼
れ
の
學 

說
ょ
り
除
击
す
る
時
は
、「

人
口
.論」

は
其
議
論
の
論
據 

」

を
失
び

:>
羅
竟
存
莊
せ
.ざ
る
.法
則
の
作
用
を
說
明
す
る
._
. 

s

第

十

七

能(

六
四
1
5.
..刺

錄
：「

人
口
論

炉

爲

の

雜

然

た

る

事

實

の

蒐

集

に

過

ぎ

ぬ

も

の

ビ

K

る

の 

で

あ

る

。

箅
術
級
數
的
增
加
說
を
餘
所
に
し
て
は
、「

人 

「

口
論」

中
何
に
故
人
間
.の
生
存
資
料
がr
制
限
せ
ら
れ 

ざ

る

」

A

ロ

ど
、
同
等
に
增
加
せ
ざ
る
か
を
明
示
す
る 

も
の
は
皆
無
で
あ
る
"「

神

は1 .

人
每
に一

對
の
手
を
賜 

ふ」

。然
ら
ば
何
に
故
に
多
大
の
人
口
は
僅
少
の
人
口
ど 

同
様
に
そ

れ

m
身
を
支
持
し
得
な
い
乎
。

.
今
日
に
於
て
は
勿
論
經
濟
學
の
最
低
劣
な
る
初
心
者 

^
雖
、
即
座
に「

收
躍
遞
減
の
法
則
の
爲
に」

ど
答
べ 

る
。
乍
併
該
法
則
は
大
戰
の
終
末
期
に
至
る
ま
で
は
事 

實
發
見
せ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ナ
ス
は
恐 

ら
く
其
初
版
に
於
て
諸
所
に
該
法
則
の
暗
示
を
披
廳
し 

て
は
ゐ
や
ぅ〗

又

姑
ニ
版
に
於
て
，
は
彼
は
確
に
該
法
則 

の
兹
礎
を
な
す
茈
本
的
觀
念
を
、
偶
然
の
且
つ
從
風
的 

議
論v

し
て
用
ひ
て
は
ゐ
る
。
而
し
て
後
版
に
至
つ
て 

は
該
法
則
の
存
狂
は
屢
々
認
識
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
も 

之
を
以
て「

人
口
論」

は
收
權
遞
減
の
法
則
の
上
に
®
礎

第
四
號
一
四
セ



,
郯

十

七

卷(

六
四
四)

雜

，錄

「

人
a
論j

批
列 

を
有
す
ど
想
定
す
る
は
、
逯

れ

v-
co
’
窆
日
に
依
つ
で 

解
說
ぜ
ら
れ
た
マ
ル
ナ
ス
主
義

€
ア
ル
：ナ
ス
に
依
つ
て 

_か
^
せ
ら
れ
た
マ
ル
サ
.ス
>主
義
ビ
を
温
同
ず
る
も
'の
で 

':
;あ
名
。：
不
注
意
な

5,
^

>̂;
;ス
0
讀
者
は
、「

_
事
に
關
.
へ
 

し
て
極
め
て
些
少
の
知
：a
を
抱
く
に
過
ぎ
ぬ
者
ど
雖
•

一
 

耕
作
の
櫥
張
に
比
例
し
て
從
前
の
平
均
產
额
に
追
加
せ

.| 

ら
る
、
年
產
额
は
、
侮
年
徐
々
に
且
つ
規
則
的
に
：低
減 

す
る
を
知
る」

(

驾
巴thus : 

op. 

cit 

2d ed. 

p. -7. 

| 

co
t
h ed. 

p. 

5
)

皮
の
.マ；
ル
サ
ス
の
言
辭
の
中
に
、
收
權 

a:
減
の
法
則
が

a今
：：

或
は
.瓶
述
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ど
想
定| 

し
が
ち
で
あ
る
。
乍
併
此
言
辭
は
何
等
生
產
者
：の
一
人|
 

勘
の
所
避
に
就
い
て
言
及
し
て
ゐ
な
い
。

一
方
眞
の
收
.

|

.權

遞

減

の

法
則
は
何

等

產

頟

の

#

々

の

梢

加

に

は
關

與

j 

す
る

W
無

き

も

の

で

あ

る

」
(Cannan 

.

.

. 

Theories 

of 

Production anddistribut

o-n... 

3CU
ん
a.
. .pp'I. 4h-I. 4

4.

P

'*I44V N
o
t
e
.)

假
令「

人

口

論

.の
後
版
に
於

て

は
、
初 

涉

'0
形

態

に

於

る

收

權

遞

減

の

法

則

を

散

見

す

る

も

、

^
pt
fi
s

一
 
四
八

此
法
則
が
其
死
後
幾
許
も
無
く
幾
何
級
數
的
並
に
*
#
.
 

級
數
的
增
加
雖
を
排
除
し
て
、r

マ
ル
ナ
ス
學
說」

の
 ̂

礎
に
膝
用
せ
ら
れ
ん
足
は
、

マ
ル
ナ
ス
0
夢
想
だ
も
し 

な
か
つ
た
所
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

:
然

る

に

は

斯

の

如

3
解
釋
を
蔑
視
し
、
隨 

つ
て
o
p
g
p 
ロ
の
所
說
に
搏
擊
を
加
へ
て
ゐ
る
。
以
爲 

ら
く
マ
ル
f
ス
の
學
說
は
明
に
土
地
に
關
す
る
收
榄
« 

減
の
法
則
を
包
含
す
る
。
如
何
に
もc

a
B
a
n

の
所
言 

の
如
く
前
揭
の
マ
ル
サ
ス
の
言
辭
は
9
部
產
额
の
遞
滅 

を

歷

史

的

に

觀

察

せ

.る
も
の
で

あ

つ

て

、

或
る
，一
定
0 

時
期
に
於
る
一
.定
0
技

術

を
基

礎

と

す
る
收
權
の
遞
減 

を
、
嚴
密
に
舒
述
し
て
は
ゐ
な
い
。
然
し
彼
は
他
の
箇 

所
に
於
て
突
然
人
口
の
減
.退
し
，把
る
場
合
を
論
じ
J
-
沪 

く
減
少
せ
る
入
口
は
勿
論
主
ヾ」

し
て
其
領
土
の
比
較
的 

®
饒
な
る
部
分
を
耕
作
し
、
隨
つ
て
人
口
の
多
か
り
•し 

時
の

知
く
に
難
有
か
ら
ぬ
土
地
に
適
歸
す
る
の
必
3?
無

し

」
(
M
a
l
t
h
u
s
:

.o
-?
C
J
t
. 

b
cue

d
.

 

p 

4
SI
2 
ノ 

v
v云 

7
、

又
.「

線
て
の
豐
饒
な
る
土
地
が
追
次
耕
作
に
用
ひ
ら
れ 

:

て
餘
す
所
無
き
に
至
，，れ
る
曉
に
は
、

.食
糧
：の
取
產
额
の 

へ
咐
加
は
芯
然
旣
に
占
摅
せ
ら
る
.
V

+地
の
，改
良
に
待
た 

ね
ば
な
ら
ぬ
。然
：
に
此
資
源
た
る
、總
て
.の
土
地
の
ホ 

質
上
、：
增
大
せ
ず
し
て
却
っ
て
漸
次
領
減
す
石
に
相
違| 

無
い」

(

5
A
: 

ed. 

pp. 

9
1
1

〇)

ビ 
一

K

つ
て
ゐ
るc

一
是
に
徵 

'す
る
に
マ
ル
サ
ス
は
.
事

改
良
がy
收

權

の

*
減
を
開 

始
す
可
き
窜
を
認
！|

し
て
.ゐ
た
の
で
あ
る
。「

彼
れ
の
誤 

謬
は
斯
か
る
改
良
並
に
運
輸
の
改
，M
の
範
圍
ビ
繼
續
ヒ 

を
、
»
小
に
見
精
れ
る
都
に
存
す
る
。
此
i'
l
に
關
す
る 

cannan.

の
批
判
は
.攀
ろ
皮
.
#で
あ
-
^
削̂
で
あ
る
。

マ
一 

ル
サ
メ
の
讅
論
の
全
責
は
、
、人
ロ
ビ
物
産
ど
の
對
此
に
一 

.存
す
る
の
で
あ
る」

ど(Haney : History of Economic 

j

fhousrht 

p. 
2
a>
7
. Note

)
。

.

.

.

.
今
兩
者G

所
論
を
比
蛟
檢
討
す
る
に
ァ
堺
加
率
の
問 

題
の
關
典
す
る
限
り
に
於
て
は
，
私
は
寧
ろH

a
n
e
y

の 

見
解
^
多
く
の
共
鳴
を
®
す
る
も
の
で
あ
る
。
旣
に
述 

第
十
七
卷(

六
四
五)

雜

錄

T

人
口
論」

批
刿

ベ
.代
る
所
：の
マ
ル
ナ
ヌ
の
人
口
法
則
の
极

W
を
な
す
三 

條
の
命
題
はr

重
版
に
隨
つ
て
多
少
の
辭
句
の
修
訂
を 

受
び
た
が
、
然
も
幾
何
級
數
的
並
に
算
術
級
數
的
垧
加 

率
は
、
遂
に
此
命
題
の
中
に
招
致
せ
ら
れ
た
事
は
無
い
。 

此

點
ょ
り

觀

察
す
る
も
彼

れ

•か
這
般
の
數
學
的
直
喩
に 

多
大
の
意
義
を
賦
與
せ
る
も
の
^
は
思
ば
れ
ぬ
。
若
し 

夫
れ
收
獲
遞
減
の
法
則
に
至
つ
て

は
、
そ
れ
が
今
：

II
知 

ら
る
、
が
如
く
嚴
密
な
る
意
味
に
於
て
マ
ル
サ
ス
の
|1 

裡
に
浸
潤
甘
り
)£
は
固
ょ
り
首
肯
し
能
は
ざ
る
も
、
然 

も
假
令
漢
然
ど
乂
幼
遲
な
る
形
態
に
於
て
に
も
せ
ょ
、 

彼
れ
.が
斯
炉
る
法
則
の
存
在
を
陰
微
の
間
に
洞
見
せ
し 

は
否
む
を
#
ざ
る

事
實
で
あ
る
。
且
又
彼
れ
が
該
法
則 

の
.眞

髓

を

適

備

に

捕

促

す

る

に

至
ら
ざ
り
し
事
は
、
直 

に
反
射
的
に
人
口
の
幾
何
^

«的
增
加
並
に
食
糧
の
® 

術
級
數
的
增
加
を
文
字
通
り
に
固
執
し
た
る
證
左VJ

は
. 

な
ら
ぬ
。
蓋
し
其
事
の
當
否
は
暫
ら
く
措
き
、

一

旦
人 

ロ
が
何
等
の
防
®
を
蒙
ら
ざ
る
眼
り
不
斷
に
食
糧
を
超

笫
四
璘
.

一
四
九
/



第
十
七
怨C

六
s

o
雜

錄

「

人
口
論」

批
刿 

先
て
！
？加
す
る
の
傾
向
あ
る
都
を
前
提
S
し
て
造
認
す 

る
以
上
，
殊
K
に
：
 
一
f

進
め
，Iて
幾
何
級
數
的
旅
に
算 

術
級
數
的
^

云
ふ
が
如
き
特
定
の
比
率
を
對
立
せ
し
め 

ず
i

も
，
雨
種
堦
加
の
速
度
に
差
違
を
存
す
る
事
は
認 

容
せ
ら
れ
て
ゐ
る
答
で
あ
る
。
旣
に
多
少
S
も
其
差
違 

■

の
存
す
る
以
上
は
、
*
程
度
に
應
じ
て
或
は
0
然
に
或 

は
饪
意
に
> 
各
種
の
制
.限
を
誘
致
す
る
道
理
で
あ
り
、
 

隨
つ
：で
マ
ル
ナ
ス
の
人
-ロ
論
は
立
派
：に.
立
す
る
か
ら
. 

で
^
る
。

:;
.

Eに
又
收
榄
遞
減
の
法
則
が
、
全
然
マ
ル
サ
ス
以
後 

•
の
發
見
に
懸
る
皮
す
る
も
、:

其

事

實

の

み

に

て

は
彼
れ 

の
人
口
法
則
^
對
す
る
、
何
等
の
支
障
を
も
提
供
し
な 

い
。
凡
^
.一
の
學
說
が
M
に
存
在
す
る
時
、
後
に
發
見 

せ
ら
れ
た
，る
學
說
が
是
に
反
對
の
論

旨

を

包

含

ず

れ
ば

.庇

，名

の

學

說

が

其

爲

R
:動
搖
を
感
す
る
は
.必
然
で
あ

る
。
乍
併
先
人
が
，
一
の
學
說
k
樹
立
し
偶
々
其
後
人
が 

其
先
人
の
關
知
せ
ざ
-
^
.
し

.

.

一

の
新
發
見
か
■爲
せ
る
時
、
.

第

叫

號

】

iE
o

典
發
見
が
.益
.々
旣
.存
の
學

說

を

擁

護

す

可

き

資

料

を

里 

示
す
る
な
ら
ば
、
假
令
先
の
學
說
の
樹
立
者
が
後
の
發 

見

を

豫

知

し

能

は

ざ

纟

し

ミ

す

る

も

"
學
說
其
物
の
權 

威
は
毫
も
是
が
爲
に
減
_损
す
可
き
も
の
で
は
無
い
。「

人 

一
.ロ
論」

の
著
者
€
收
權
遞
減
の
法
則
.0
發
見
者
ビ
の
關 

係
が
そ
れ
で
あ
る
し
即
ち
，收
種
遞
減
の
法
則
に
し
て
不 

滅
の
眞
理
な
る
以
上
は
、
：そ
は
マ
ル
ナ
ス
の
學
說
に
有 

力
な
る
一
論
據
を
加
ふ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
反 

對
資
料
で
は
無
い
。
故
に
百
步
を
讓
つ
て
該
法
則
が 

c
a
g
a
n
Q

所

言
の
如
く
、
全
然
マ
ル
サ
ス
の
念
頭
に
上 

|
ら
ざ
9
し
^
假
定
す
る
も
、
其
斯
の
指
摘
は
決
し
て「

人 

口
論」

に
對
す
る
權
威
有
る
搏
*
V
Jは
な
ら
な
い
の
で
；
 

|

あ
る
。
却
つ
て「

人
口
論」

の
反
對
論
者
©
側
に
於
て
、
 

收
*
遞
減
の
法
則
の
虛
妄
か
或
は
其
の
恐
怖
す
る
に
足 

ら
ざ
る
所
以
を
論
證
す
る
の
必
要

が
あ
る

0
而
し
て 

G
a
n
n
a
n

は
此
用
意
を
缺
如
し
な
が
つ
'た
。
彼
れ
が
人 

ロ
過
堺
の
傾
向
並
に
是
に
.甚
く
禍
害
の
發
生
を
j
遙
遠

.

,0

胳

來

に

あ

ら

中

し

て

、
，，
直

接

焦

眉

の

危

殆

な

り
S

看 

做
す
マ
ル

ザ

ス

の
所
説
を
、
嗤
笑
を
以
て
排
斥
し
去
る
. 

論
據
は
愛
に
在
る
の
で
あ
る
。
然
し
仑
れ
はCannan 

: 

に
獨
自
の
M
想
で
は
な
.，い
？

_
 

視 

或
は
無
視
し
て
人
口
過
增
の
憂
惧
を
拂
拭
せ
ん
ど

す
る

一
 

，思

想

の

當

否

は

、

後

段

.
に

於

で

科

學
徵
能
を
信
舉
す

る

'I 

,樂
觀
論
者
の
人
ロ
論
纖
ね
論
及
す
る
時
に
自
ら
_
明
す
ぐ 

る
。
：愛
に
は
單
に

(

マ
ゲ
ナ
ス
0
所
謂
人
ロ
の
幾
何
級
數 

的
增
加
並
に
食
糧
0
算
術
級
數
的
增
加
の
眞
僞
は
、
必
：
，
| 

中
し
：も

其

學
說
の
正

邪

ゼ

決
*
す

：る

要

な

る
«

_

へ 

を
有
す
る
に
あ
^
ず
、
へ
彼
は
單
に
說
明
の
便
宜
土
如
上」 

CD
数
學
的
直
11
&
を
用
ひ
..た
走
で
i
あ
つ
て
、
其
所
說
0

1 

眼
目
は
唯「

制
限
せ
ら
れ
ざ
る
し
人

ロ

は

食
糧
を
超
え
て
一 

咐
如
す
可
き
不
賢
の
傾
叫
有
彳
^
云
ふ
一
句
に
歸
着
す 

る
所
以
を
表
明
す
れ
げ
足
る
の
で
あ
ふ
o
然
る
に
此
の 

「

倾
向」

其
物
も
亦S

t
e
p
h
e
n

の
冷
評
を
蒙
つ
て
ゐ
る
。

丨
.

五
' :  

.

.

笫
十
七
卷(

六
四
七)

雜

錄

「

人
口
論
被
列

Stephen

は
云
ふ「

諸
手
は
地
球
が
太
陽
に
衝
突
す
る 

一
傾
內
を
有
し
、
又
太
|1
ょ
り
離
動
し
去
る
他
の
倾
IA
J 

'を
翁
す
^
云
ふ
事
が
出
來
る
。
然
し
興
故
に
吾
等
.か
燃 

燒
せ
ら
れ
或
は
凍
化
tr
ら

る

、

危

險

に

瀕

す

？

論

^

る 

は
傲
で
あ
る
。
眞
の
地
球
述
行
の
法
則
を
說
.明
せ
ん
が 

爲
に
は
吾
人
は
^
を
分
折
し
、
隨
つ
て
又
之
を
相
赀
m 

.す
る
兩
勢
力
の
結
果
ご
し
て
觀
察
す
可
き
必
要
ら
あ
ら 

ぅ
。
然
し
か
\
る
兩
勢
力
は
實
際
上
相
分
離
し
て
存
在 

す
る
も
の
で
は
無
い
。
故
：に
®
人

は
此
具
體
的
現
象
の 

全
般
を
考
察
す
る
に
方
卜
て
は
、
か
、
る
兩
勢
力
が
相 

互
に
舍
藉
せ

ら
，.る

、
も
の
£
し
て
解
8
せ
ね
ば
な
ら 

ぬ
0
或
る
人
が
肥
b
過
ぎ
る
傾
向
を
有
し
又
瘦
せ
過
ぎ 

る
他
の
傾
向
を
有
す
ど
云
は
ぃ
、
其
眞
の
意
味
は
彼
れ 

が
概
し
て
適
度
の
中
庸
を
#

す̂
る
の
傾
叫
を
有
す

€ 

云
ふ
に
歸
す
る
の
で
め
る
。故
に「

傾
向」

な
る
IB
M
は
、
 

相

背

馳

す

.る勢

.力
が
、兩
個
の
獨
立
せ
る
、
即
ち
實
撥
分 

離
丨
得
可
き
、勢
力
で
あ
る
場
合
に
於
て
の
み
、
始
め
て
.

:

第
四
虢
.、

m
r
.



锱
十
七
怨(

六
四
八)

雜

錄

r

人
a
論」

批
判 

明
»
な
る
意
味
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
サ
ス
の 

比
喩
を
用
a
て
云
へ
ば
、
或
る
人
が
上
方
に
#
ぶ
可
き 

:
倾
向
を
持
っ
て
ゐ
た
、
然
し
頭
上
の
錘
り
に
依
っ
て
抑 

腮
せ
ら
れ
た
ど
沄
ふ
事
が
出
■
る
。
此
人
が「

傾
向」

を 

有

す

ビ

云

ひ

得

る

は

吾

人

が

錙

り

を

以

て

.分
離
し
得
可 

&
偶
發
事
項
と
思
帷
す
る
爲
で
，め
る
。
兩
個
の
勢
力
が 

北
ハ
に
本
質
的
要
素
な
る
場
合
に
於

て
は
、
分
離
せ
ら
れ 

た
る「

兩
倾
向」

$
r
d
s
c
i
c
s

:l
i

m
に
事
實
を
分
折
す
る 

手
段
に
逾
應
す
る
の
み
で
あ
な
。
3
rl
r
若
し
一
の
勢 

由
が
比
較
的
偶
的
性
の
も
の
と
解
す
可
き
理
由
あ
る
時
；
 

は「

倾
向」

tendency 

<は
現
實
に
他S

勢
力
が
顯
現
す 

可
き
槺
式
を
意
味
す
る
の
：で
も
る
^
然
る
に
所
謂
人
ロ 

增
殖
の
倾
向
>:
は
、「

*
し
て
不
斷
の
勢
力
換
言
す
れ
ば 

何
れ
の
人
々
を
も
同〗|

平
準
に
低
下
す
る
が
如
き
不
可 

抗
的
本
能
を
表
示
せ
中
し
て
、
.却
で
實
際
楚
ビ
は
其
實 

.質
を
興
に
す
る
所
の
も
の
を
^
示
し
て
ゐ
る
。
事
實
マ 

V
ナ
ス
も
亦
入
口 y/

食
糧
匕
の
適
應
性elasticity

は
、

第

四

辘

1

芄
ニ 

常
に
趣
化
し
つ
V

あ
る
事
を
認
容
し
、
且
つ
其
故
に
總 

て
の
改
良
を
絕
歲
ど
思
惟
，せ
し
む
る
が
如
き
解
釋
を
拒 

否

し

て
ゐ
る
。
然
ら
ば
何
に
故
に
彼
は
本
能
と
は
何 

か
異
れ
る
も
の
^
し
て
、「

制
限」

check

を
說
く
の
で 

あ
る
乎
。
又
を
は
暫
く
措〜

€
す
る
も
、
菩
人
に
し
て 

，
マ
ル
サ
ス
の
釋
，明
を
受
容
す
る
時
は
、
其
學
說
は「

凡 

庸
の
理」

^
5.
5日

1:
歸
す
る
か
、
或
は
少
く
共
、人
の
感 

丨
情
を
害
せ
ざ
る
代
6

R
人
に
敎
ふ
る
所
も
皆
無
な
る
陳 

腐
の
事
柄
に
歸
せ
ざ
.る
乎
。
蚤
は
深
慮
足
先
見
は
翅
ま 

し
く
し
て
然
も
不
幸
に
も
缺
乏
し
て
ゐ
る
皮
云
ふ
明
臼 

な
る
說
話
以
上
に
出
で
な
い
で
は
無S

乎」

s (Leslie 

stc-phs: 

T
h
e

 

English Utilitarians pp. 

I
5
4
-
M
5

ON)

o

今
上
揭
の
文
意
を
參
酌
す
る
'

J

、
0
覚(

| )

人
ロ
咐

殖
の
傾
向
が
人
類
固
有
の
性
情
た
る
性
欲
り
結
.果
ど
し

て
潜
狂
す
る
‘と
す
れ
ば
、
他
方
に
於
て
亦
人
類
姆
性
の

1

た
る
0
智
は
諸
般
の
改
良
敬
明
に
依
つ
て
食
糧
増
加 

の

傾

问

を

實

塊

し

て

ゐ

る

。
M

に
.乂
へ
ニ
>
性

欲

^

本

®

0】

に
和
通
無
さ
ら
.，
そ
U
.決
■し
て
他
，VJ
A
爲

力

例

.

.
へ 

ば
深
it
先
見
等
の
力
を
以
て
抑
制
I
謙
き
も
の
で
は
無 

い
。
即
ち
堦
殖
欲
が
偶
發
的
に
あ
ら
肀
し
て
本
質
的
勢
. 

力
な
り
S
す

れ

ば

、
：.
抑

制

欲
も
亦
偶
發
的
で
無
く
本
® 

的
勢
力
で
あ
る
。
'故
に
兩
者
典
に
倾
向」

tendencies: 

P
有
つ
て
興
ー
の
み
が「

倾
，II
'
J
J 

tendency

な
の
で
は
無 

:

い
o
然
る
に
マ
ル
サ
ス
が
前
者
即
ち
增
殖
欲
の
み
:̂
本 

1g
の1

ビ
認
め
て「

傾
向」

€
去

：ひ
ヽ
：
後

者

即

ち

抑

制

欲 

を
本
能
ど
異
れ
る
も

.

の
ビ

し
て
表
示
せ
る
は
不
當
で
あ 

.る
。.
之
を
喪
す
る
に
人
口
猶
加
の
傾
间
に
對
し
て
は
積 

極
的
に
は
食
.糧
增
_
の
傾
茆
，「

及
び
消
極
的
に
は
人
P 

赞
殖
抑
制
の
傾
向
あ
る
に
，拘
ら
ず
，
了
ル
ナ
ス
が「

傾
肉 

の
祓
數J

を
無
視
し
て「

傾
向
の
单
數」

の
み
を
說
く
は 

跃
謬
で
あ
る
"(

三)

又
か
く
.增
_
欲
も
抑
制
欲
も
兩
者 

兆
に
本
.
®
的

勢

力

な

る

が

故

に

兩

者

共

に

そ

れ

ぞ

れ

倾 

.向

で
あ
る
マ」

認
め
/a
6 

す
る
も
、

そ

は
W
事
實
の
分 

‘析
か
行
へ
る
に
過
ぎ
ず
-
隨
つ
て
結
腐
マ
ル
サ
ス
の「

人

- 

第
十
七
港
パ
六
四
九」

雑

'
魅

「

人
口
論」

批
妁

ロ
i』

を
彼
仆
の
辩
®
她

9
に
受
容
す
るV 」

す
る
ら
，
 

そ
は
單
に「

制
限
せ
ら
れ
ざ
る」
人
ロ
は
食
糧
を
超
え
て

,增
加
す
る
の
傾
向
あ
れ
、
依
っ
て
道
德
的
抑
制
は
最
も 

®
未
し
く
し
て
然
も
甚
だ
缺
如
せ
り
ど
云
ふ
弗
明
凡
庸 

の
理
に
歸
着
す
る
の
で
は
無
い
乎
、
ビ
の
三
顼
に
槪
括 

す
る
事
が
出
來
ょ
ぅ
。
而
し
て
私
は
滤
に
斯
の
勿
&
評 

言
に
承
服
す
る
.能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
 

j  

:
:

六

.

.
、第
一
に
.人
ロ
增
加
の
傾
向
に
對
峙
し
て
食
糧
增
加
の 

|

傾
向
も
亦
存
在
す
る
所
以
を
指
摘
し
、

マ
ル
ナ
ス
ヵ
特 

に
前
者
の
み
を
去
爲
す
る
を
偏
執
な
b
:̂

斷
ず
る
非
# 

は
、
必
中
し
も
後
代
の
論
客
に
敬
し
た
の
で
は
無
い
。
 

晚
にB

o
n
a
r

K.
從
' へ
ば
.
.

I.

.八11

九
^r Senior

に
.
^
へ
れ 

る
書
簡
に
於
て
マ
ル
ナ
ス
自
ら
が
此

種

の

#»:
に
8

 

し
て
ゐ
.る
。
其
文
意
に
依
れ
ば
‘「

嚴
密
に
云
へ
ば
兩
傾 

:

へ：向
の
比
較
は
間
題
に
な
ら
，ぬ
。
蓋
し
吾
人
は
人
口
增
加 

ヘ
ン
の
傾
洵
€
同
樣
の
意
味
に
於
て
、
食
糧
增
加
の
«
向
を

第
四
號 

一
3L
H



A
十
七

卷

(

六
芄
〇)

：

雜

錄

「

人
口
論」

批
列 

第g

■號

3
四 

說
く
事
は
出
來
な)

か
ら
で
ぁ
.

Q
。

即
ち
人
口
は
そ

れ

が

共

，
に

人

類

の

一

行

爲

に

發

し

且

0

露

限

な

る

の

妻
 

自
#

©

作

用

に

依

つ

て

增

加

す
る
；が
、
食

糧

は

食

糧

自

は

、
決
し
て
是
等
.ニ
.

傾
向
が
其
本
質
を
異
に
す
る
事
ミ 

身
の
作
用
に
依
つ
て
增
加
す
る
も
の
で
は
無
い
。
そ
は

外
的
耍
棄
換
言
す
れ
ば
^
れ
を
所
要
す
る
人
類
に
依
つ 

.て
增
加
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
:而
じ
て
前
者
の
增
加
は| 

本
能
に
甚
く
に
拘
ら
^:
>
,後
者
の
增
*
は

(

成

る

意

味| 

に
於
て)

後
天
，的
で
あ
る
。
食
欲
は
本
能
で
あ
る
。
然

し

j 

，食

糧

の

獲

得

は3
ぅ
で
は
無
い
。
隨
っ
て
吾
人
は
本
能 

に
難
く
增
加
ヒ
、
勞
働
に
基
く
增
加
g
を
比
較
し
な
け\ 

れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
比
較
を
な
3
ば
、
i

見

直

にj 

第
一
の
力
が
第
二
の
力
を
凌
駕
す
る
事
の
莫
大
な
ざ
所| 

以
を
知
る
で
*
ら

ぅ

」

o

ご
云
ふ
0

:で
あ
る
0(

出
§
ぢ

| 

Malthus 

a
nd 

His 

W
o
r
k
.

 

p. 

66) 
o 
菩
人
は
旣t ) 

j 

C
a
n
n
a
n

の「

人
口
論」

批
判
を
檢
討
す
る
に
方
つ
て
、人 

ロ

增
加
に
は
何
等
の
新

努
力
を
要
せ
ざ
る
も
食
樹
增
加 

に
は
そ
れ
を
嬰
す
る

事
實
が
認
識
せ
ら
る
れ
ば
兩
者
の 

楚
漳
が
說
明
せ
6

る

、

猜
现
で

あ

つ

て

、

兩
者
の
作
用

矛
盾
せ
ざ
る
所
以
を
論
述
し
た
。
要
す
る
に
人
ロ
增
加 

の
傾
向
は
先
天
的
で
あ
，c
v
aつ
內
在
的
で
あ
る
に
對 

し

、

食

糧

增

加

の

傾

向

.は

後

天

的

で

め

b
且
外
部
的

で 

あ
る
。
然
ら
ば
マ
ル
サ
ス
•が
前
者
に
重
要
の
意
義
を
賦 

與
甘
る
は
y

必
ず
し
も
非
雛
す
可
>
偏
見
で
は
無
い
。
 

愛
に
私
は
誤
解
を
避
け
る
爲
に
一
言
を
赘
す
る
。
を
れ 

は
私
ビ
雖
マ
ル
ナ
ス
が
人
#
の
進
步
を
豫
見
し
乍
ら
、 

「

倚
之
を
餘
り
に
輕
視
し
た
る
短
所
は
認
め
る
。
否
私
は 

之
を
以
て
後
に
詳
論
す
る
が
如
く
、

マ
ル
ナ
ス「

人
口 

論」

の
全
卷
を
通
じ
て
其
最
大
缺
點
の
一
ご
见
惟
す
る 

も
の
で
め
る
。
同
時
に
亦
私
が
人
昝
の
進
步
に
關
し
て
、 

.全
然
^
鄕
に

1
«し
能
は
さ
，る
所
以
も
»
除
に
表
明
す 

る
。唯
今
愛
に
當
而
の
問
題
ビ
す
' る
所
は
、
人
智
の
進
歩


が
食
糧
增
加 
に
及
ぼ
す
影
響
の
如
何
に
あ
ら
中
し
て

 ヽ

A 

n
胗

加

の

讅

冈

窆

會

栂

#

加

の

1

因

ど

の

間

に

は

本

.質
的
の
差
違
を
存
し

、

此
意
味
：に
於
て
：

5则
者
の
傾
向
を 

fc
視
す
る
1
敢
て
不
可
無
9
所
以
^
論
^
る
に
11
:
ま
る 

の
で
あ
る
。
隨
つ
て
文
化
の
發
達
が
食
糧
僧
加
を
促
識 

し

"
.
人
口
增
加
に
浪
隨
或
は
優
越
す
る
に
至
る
可
き
か 

杏
が
，

別
箇
の
機
會
.に
論
及
す
可
き
別
简
の
問
題
で 

あ
る
？

第

二

に
人

ロ
の
咐
殖
欲
：即
ち
性
欲
の
み
を
本
能
ど
慑 

め
、
八
ロ
咐
加
に
鋳
ず
ろ
抑
制
«
を
本
能
ビ
分
離
し
、
 

前
者
の
み
の
傾
尚
を
ー
バ
爲
す
る
は
失
當
で

*'
6;
.ど
の
非 

麵
も
、亦
容
易
に
是
認
す
が
事
は
出
來
な
，い
。先
づ
か
、 

る
非
難
は
、
增
殖
欲
ビ
抑
制
欲
ビ
南
檝
の
カ
の
間
に
存
. 

す
る
强
度
の
差
違
を
看
過
じ
て
ゐ
る
o
例
べ
ば
人
類
は 

神
の
心
を
具
備
す
るV 」

共
に
，、

又

禽

獸

の

心

を

抱

懷

す

. 

£
は
.西

哲

の至
言

で

あ

る

。
'
如

何

な

ふ
善
人

ビ

雖

必t 

惡
の
種
子
を
保
有
丨
.、
又

如

何

な

る

惡
人
ビ
雖
心
す

善 

.の
»
芽
を
»
眙
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
か
V
る
.善
惡
兩
方 

:

而
の
：性

情

た

る

固

ょ

り

1
：

個
の
魂
の
中
に
®
和
包
含
せ 

第
十
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卷

(
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五
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雜
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錄

「

人
口
論」

批
判

上

る

、
を
以
て
、
兩
者
を
真
體
的
に
分
離
し
能
は
ざ
る 

:は
勿
論
で
あ
る
。
然
も
你
此
場
合
亡
雖
或
る
人
の
感
の 

性
情
に
し
て
其
善
の
性
情
ょ
ぅ
も
强
烈
な
る
時
は
、
吾 

人
は
彼
れ
を
目
し
て
惰
落
す
る
傾
向
を
有
す
る
人
ミ
云 

ふ
も
何
等
の
不
可
無
$

#で
あ
！る
。是
ば
等
し
く
、
冏
ょ 

個
人
的
例
外
は
有
る
も
、
人
類
一
般
に
性
欲
が
其
抑 

制
欲
ょ
6
も
强
烈
で
あ
^
.
ど
マ
ル
ナ
ス
が
思
惟
せ
る
場 

合
に
於
て
、
'彼
が
人
口
增
殖
の
傾
向
を
説
く
も
敢
て
不 

可
無
き
道
瑯
で
あ
る
。
或
は
文
化
の
高
き
階

段

に
於
て 

は
、
抑
制
欲
の
强
度
も
性
欲
の
そ
れ
に
劣
ら
ざ
る
日
を 

假
想
す
る
も
、
猶
兩
者
の
.間
に
は
'先
天
的
ど
後
.天
的v>. 

の
本
赞
上
の
差
違
を
#
'L
+て
ゐ
る
。
»
つ
て
5C
增
殖
欲 

，及

び

抑

制

欲

に

個

人

的

差

別

有

る

事

、
換
言
す
れ
ば
，性 

'，欲
が「

何
れ
の
人
々
を
も
同
一
取
準
に
低
下
せ
ざ
る」

事 

も
、
此
相
反
す
る
兩
作
用
の
本
質
的
相
違
を
否
定
寸
石
.
 

反
證
を
は
な
ら
ぬ
。
愛
に
抑
制
欲
ビ
云
ふ
は
堪
ら
遨
德 

:

的
抑
制
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
他
の
制
限
作
用

笫

四

號

-
1
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錄

「

人
口
論J

批
列

例
へ
ば
疫
璐
飢
儸
の
如
き
非
人
爲
的
の
も
の
は
：固
ょ
ぅ 

墮
胎
"
避
赃
、
幼
兒
殺
戮
の
如
き
人
爲
的
の
も
の
^
雖 

悉
く
後
天
的
切
智
性
で
あ
つ
て
、
是
を
性
欲
に
比
す
る 

に
本
質
的
相
違
を
存
す
る
は

何
人
も
認
容
す
る
所
で
あ 

る
。，
旣
に
然
る
以
上
は
前
段
食
糨
堦
加
ど

入
口
增
加
の 

」

對
照
に
於
て
論
述
せ
る
«
同
#
の
論
旨
を
以
て
：、
第
ー

1 

の
非
麵
に
も
應
酬
す
る
事
が
出
來
る
。

今「

人
口
論」

第
三
版
の
附
錄
を
见
る
に
マ
ル
サ
ス
は 

時
人
の
批
評
に
答
.へ
ず
、「

或
る
人
々
は
人
ロ
0
自
然
的 

制
限
は
"毫
も
他
の
方
法
に
依
轍
せ
す
し
て
、能
く
人
ロ 

を

常
に

逾

常

の

箣

圍

，に
保
つ
可
し
ご
，云
ひ
又
他
い
天
才 

著
述
家
は
佘
の
引
例
せ
る
襲
は1

ど
し
て
！i

に
普
及 

せ

る

制
»'
;

作
用
の
不
充
分
な
る
事
を
證
明
す
る
も
の
無 

し
ビ
云
つ
て
‘ゐ
る
。如
上
の
言
»
は
：確
に
眞
»
で
あ
る
。
 

否
を
れ
は
人
は
食
物
無
し
^
生
存
す
る
能
.は
す
ど
云
ふ 

士
全
然
同
斷
の
泡
明
の
31
^
あ
る
。.蓋
し
人
0

法
則
の」 

#
續
す
る
限
り
、
愛
に
所
謂
自
然
的
制
限
の
效
朵
が
不

第

叫

鱗

一

五

六 

充
分
な
る
こ
ビ
は
有
6
得
可
か
ら
ざ
る
こ

^
で
あ
る
い 

ら L(MaIthus: 

op* 

cit 

3o.
e
d
. 

Appendix) 

s云
つ 

て
ゐ
る
。
即
ち
マ
ル
サ
ス
に
從
へ
ば
、
人
口
制
限

^T

作 

用
は
常
に
其
效
果
を
完
ぅ
す
る
に
依
り
、
過
丧
に
於
て 

'
.
人

口

過

剩

は

實

際

に

實

现

せ
レ
ビ
同
時
に
、
將
來
_ 

に
於
て
も
其
實
現
の
可
能
を
否
.
す
る
も
の
で
あ
る
。

::

唯
注
意
を
要
す
る
は
、
人
口
過
剩
が
實
際
に
實
現
せ
ず 

ど
思
惟
す
る
觀
念
定
"
若
し
何
等
の
制
限
無
^
;時
は
人 

，ロ

過

剩

を

實

現

す

可

き

潜

庇

的

傾

向

あ

り

皮

思

惟

す

る 

觀
念
ご
は
、
^
し
て
矛
盾
せ
ざ
る
事
で
あ
る
而
し
て
此 

:潜
在
的
傾
向

S
之
を
牽
制
す
る
反
#
的
傾
向
ご
の
間
に 

ば
、其
發
在
の
動
因
に
本
質
的
差
別
を
存
す
る
に
依
り
、
 

此
意
味
に
於
て
マ
ル
サ
ス
が
前
者
の
み
を
カ
說
す
る
も 

敢
て
不
可
無
き
事
で
あ
る
。
若
し
そ
れ
人
智
の
進
步
は 

能
く
食
糧
の
增
加
を
し
て
人G

の
增
加
を
凌
®
せ
し
む 

可
し
ど
の
意
味
に
於
て
、
或
は
又
個
人
の
發
達
は
其
生 

殖
カ
を
減
退
す
可
しlal
の
意
味
に
於
て
、
若
し
ぐ
は
其
-

;他
の
：意

«
に
於
て
マ
ル
サ
.ス
が
^
ロ
辦
加
の
倾
向
を
週 

重
視
す
る

^
の
非
雞
は
、
：愛
に
取
扱
.ふ
常
面
の
I.
1!
]
®
で 

«
無
い
の
で
あ
る

。
^
;-'

:
1工
に
マ
，.
ル
ナ
ス
が
人
性

に

關

す

る

複
雑
な
る
諸
現 

象

、
衆

多

の

倾

向

中

ょ$
、
特
^
性
欲
な
る
：1
事

1
を
油 

也
ん
來
つ
て
之
を
研
究
の
對
象
と
し
：た
の
は
、
科
學
考 

ビ
し
ズ
極
め
て
常
然
の
態
度
で
あ
る
。
：「

ァ
ダ
ム
。
ス
ミ 

ス
が(

自
利
的
欲
蟹
な
る)

八
類
の|

鳴
性
を
捕
；へ
來
つ 

て
、
そ
れ
が
人
類
の
產
業
及
び
巡
步
纪
與
ふ
る
效
果
を 

探
求
せ
る
せ
等
し
く
、

マ
ル
ナ
ス
は(

性
欲
な
る)

一
特 

殊
情
欲
の
效
果
を
省
察
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
野
®
、
未 

開
、
文
明
の
特
徵
を
そ
れ
ぞ
れ
保
有
す
る
芥
種
の
國
议 

K
就
き
て
、
如
何
な
る
辟
度
に
ま
で
性
欲
が
道
德
的
抑 

1M
に
依
て
其
勢
ヵ
を
肌
止
せ
ら
れ
だ
か
。
⑽

た
又
如
何 

(

に
«
明
に
罪
感
慘
禍
の
積
極
的
制
隈
に
依
つ
て
、
其
影 

響
を
減
殺
せ
ら
れ
た
か
を」

觀
察
す
る
の
で
あ
る
。

ァ
ダ 

ムV

ス
ミ
ス
ど
等
し
ぐ
被
はJ

原
因
が
i'
l
l獨
に
作
用
す

.

第
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卷
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錯

r

人
口
論」

批
列

る
の
結
果
如
何
を
究
め
、

次
で
事
實
上
如
何
に
.其

原
因
：
 

が
他
の
諸
原
因
に
依
て
制
限
せ
ら
る
、
か
を
知
ら
んVJ 

欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
制
限
こ
そ
は
、
彼
れ 

:

が
完
成
せ
ら
れ
/2
る「

人
ロ
論」

の
大
部
分
を
占
ひ
る
も 

て
の
な
0 -
で
あ
る」

(

1
8
0
1
1
0
1

*: phnosophy and Political 
Economy. 

2.d ed. 

p. 

2
0
7

)

故
に
分
析
^
云
ひ
抽
象
£ 

|

云
ひ
マA

 
r

ス
の
行
へ
る
所
は
*
し
て
無
意
義
で
は
無 

い

.0
:
唯M

結
果v

し
て
到
達
し
た
る
結
論
が
皐
竟
平
明 

|

凡
庸
の
理
に
過
ぎ
ざ
る
や
否
や
。
彼
れ
の
功
績
を
左
右
，
 

ず
可
き
®
要
な
る
論
織
は
此
處
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

.
而
し
てStephen

は
云
ふ
：「

凡
傭
の
M

ビ
雖
其
眞
理 

「

，
の

未

だ

課

容

せ

ら

れ

ざ

る

間

は

其

開

#
は
徒
爾
で
は
無 

ど

い
。組
織
せ
ら
る
れ
ば
直
に
自
明
.の
理
な
る
を
知
る
も
、
 

切
從
來
無
視
或
は
否
®
せ
ら
れ
た
る
法
則
を
^
述
す
る 

.

は
、
是
れ
功
の
至
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
サ
ス
の 

場
合
は
.是
•に
該
當
す
る
で
有
ら
ぅ
乎
。
寧
ろ
彼
は
陳
麟 

.
の
事
柄
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
衣
を
冠
せ
て
世
人
の
驚
異

第

四

號

15L
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盤(

六
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)

雜

錄

「

人a

論一

毁

を

^
び
' 

”も̂
與
後
此V

ラ
.ド
_ッ
ク
.ス
に
關
す
る
解
說 

を
聞
け
ば
、
結
局
陳
腐
以
外
に
は
跡
し
何
物
を
も
殘
さ 

な
か
つ
た
の
で
は
無
い
乎
.

」
(Stephen: 

T
h
e

 

English 

Utilitarians, 

vol. 

n
v
p
'

1
400) 

V
o 然
し
マ
ル
テ
ス
の

所
說
が
假
令
窮
極
に
於
て
深
虛
ヾ」

道
徳
^
の
勸
獎
に
終 

つ
た
S
は
云
へ
、
彼
れ
が
特
R
是
篯
の
行
爲
を
人
p
fn
] 

題
な
る
特
殊
事
象
ど
不
可
分
に
連
結
し
、
此
點
ょ
b
衆 

人
の
®
醒

を

促

し

た

の

は

確

に

^

ふ
可
か
ら
ざ
る
功
績 

で
ぁ
る
。
港
し
善
德
の
勸
獎
を
以
て
陳
腐
な
6
^
す
れ 

ば
、
彼
は
‘此
陳
腐
に
淸
新
な
る
を
命
を
吹
き
a
ん
だ

も 

■
の
^
云
べ
る
。況
や
其
學
說
は
、或
は
雛
讓
せ
ら
れ
竑
は 

搏
擊
せ
ら
れ
乍
ら
、
從
前
の
■社
.會
問
題
の
省
察
に
一
の 

重
要
な
る
觀
念
を
鐵
入
し 

將
來
に
於
る
社
#
改
造
の 

手
段
並
に
可
能
性
に
有
力
な
る
示
睃
を
刺
戟
を
與
へ
_
た 

の
は
衆
人
の
周
知
す
る
所
で
ぁ
る
。
彼
れ
の
所
說
は
或 

_

は
眞
理
で
無
い
か
も
知
れ
：ぬ
：。

::
又
事
實
幾
多
の
缺
陷
を 

.

.具
備

し

て

ゐ

る

。

乍

併

.恐

ら

く

そ

れ

は

何

人

.0
反

對

を

第
，四
瓢 

一
3L
A 

も
蒙
ら
ざ
る
‘平
明

の

眞

理

以

上

に

、
偉

大

な

る

貢

献

.を 

社
會
に
寄
與
せ
る
も
の
S
云
ふ
を
妨
げ
ぬ
で
め
ら
ぅ'

.
然
し
マ
ル
ナ
ス
の
學
說
の
眞
偾
を
此
處
に
評
價
す
る 

の
は
闽
ょ
り
简
早
で
ぁ
る
0
旣
述
の
如
く
彼
れ
の「

人 

11
論」

は
、
獨
り
人
ロ
增
加
の
倾
昀
を
高
調
す
る
の
み 

な
ら
ず
、
文
是
が
制
限
に
關
し
て
大
部
の
舒
述
を
«
し 

て
ゐ
る
°
吾
人
の
省
綹
は
.常
然
、
諸
@
の̂
‘
人

ロ

制

限

作
 

爪
に
關
す
る
彼
れ
の
所
論
に
移
ら
ね
ば
な
ら
：ぬ
0 

:
:

'

:七.

「

凡
そ
如
何
な
る
國
家
ど
雖
"從
來
家
族
を
扶
養
す
る

の
困
雛
な
る
爲
に
早
婚
を
制
限
す
る
の
必
耍
無
く
、
又

:
出

産

後

、
惡

習

、
都

市

生

活

：、
不

衛

生

的

職

業

、
若

し

<
:

は
過
重
の
勞
働
の
爲
に
人
命
を
浪
費
す
る
事
め
絕
無

■な
り
し
程
に
其
風
俗
の
純
良
質
樸
に
し
て
、
且
つ
生
稃

:資
料
の
豐
富
で
ぁ

つ

た
實
例
を
聞
か
ぬ
。
隨
つ
て
有

史
以
來
人
ロ
の
增
賴
力
が
、
全
く
,

R
其
勢
威
を
. 

撖
へ
る
が
如
き
國
家
は
未
だ
曾
て
無
い
の
で
あ
る

」

(Malthus: 

o
p
. 

cit. 

2d ed. 

Ashlevwed. 

p
，

8
0
.y
0 

;
;令
如

上

の

言

辭

に

徵

す

る

に

、
マ
、，：ル
：
サ
：
ス
は
一
：：昆

「

制

;' 

限」

な
る
用
語
ド
依
つ
て、

-

人
.ロ

食

糧

ビ
を
調
節
す 

る
各
稲
の
手
段
を
意
味
す
る
如
く
に
見
え
る
。
：然3

偶 

々
.彼
；

e

が「

制
限」

の
一
^
し
て
摩
示
す
る
も
の
に
、;'
.何
：
一. 

等
人
口
成
は
食
糧
ど
直
接
因
染
の
關
係
無
.
•さも
’の
を
包

\ 

容
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
贫
困
或
は
足
に
對
す
る
恐
怖
ょ\ 

4
し
て
餓
死
、墮
胎
"晚
婚
>獨
摟
、
幼
兒
殺
生
等
を
行
ふI 

時
：は
、
そ
は
，：明
に
人
ロ
の
食
糧
に
及
ぼ
す
影
響
の
結
果 

ぞ
ブ
應
想
定
し
得
可
き
も
、
戰
學
，疫
癘
、飢
饉
等
に
至 

り
て
は
必
中
し
も
是
く
趣
を
等
し
う
し
な
い
。
KI
よ

り

\

其
國
が
是
を
拒
否
す
る
結
果
兩
者
干
戈
を
交
え
た
6
ど

\ 

せ
ば
、
を
は
人
口
！1 ：

題
に
：起

因

す

る

の

戰

锇

ヒ

云

ふ

を

U 

得
可
く
、
又
人
ロ
腧
脹
0
極
勞
働
階
級
め
貧
困
が
肉
體
.，
 

的
に
彼
等
の
勞
働
カ
を
減
殺
し
耕
作
0
能
率
低
下
.し
、
 

爲
に
全
國
に
渡
り
て
穀
物
收
榄
の
激
減
を
來
し
、
3
ら

第

十

七

卷(

六
丑
五)

雜

錄

「

人
ロ
論
嵌
刿

ぬ
だ
に
膨
脹
せ
る
A
ロ
に
充
分
の
食
糧
を
供
給
し
能
は 

ず

ヒ

す

れ

ば

、
そ

は

明

に

人

!:
|
問

題
に
起
因

す

る

飢

馑 

ご
云
ふ
事
が
出
來
る
ノ
，乍
併
暴
君
の
征
服
欲
に
發
源
す 

る
戰
爭
、
率
節
の
不
順
或
は
國
際
通
商
の
杜
絕
に
基
く 

飢
僅
、更
に
又
疫
瘸
の
如
き
に
：-#
;ぅ
て
は
、何
等
人
1
:
1
|
1
: 

題
に
直
接
の
因
由
を
見
出
す
こ
ど
が
出
來
な
い
。
況
や 

又
其
結
果
ょ
り
し
て
是
を
考
察
す
る
も
、
例
へ
ば
戰
爭 

疫
瓶
等
の
爲
に
突
如
人
ロ
を
掃
滅
せ
ら
れ
代
り
と
せ
ん 

か
、
を
は
決
し
て
人
口
>1
食
糧
ど
を
調
節
ず
る
も
の
^j 

は
.一

K

へ
.ぬ
。
何
に
故
な
ら
ば
そ
は
食
糧
の
分
量
の
要
求 

す
る
以
上
に
人
口
を
減
退
せ
.し
め
、
却
つ
て
生
產
费
素 

た
る
勞
働
量
の
供
給
に
'支
障
を
來
す
事
す
ら
有
り
#

 ̂

き
を
以
て
で
あ
る
。要
す
る
に
是
等
の
慘
禍
は
、如
何
な 

る
意
味
に
於
て
も
人
口
の
食
糧
に
對
す
る
腿
追
に
基
く 

に
あ
ら
ず

"
又
嚴
格
な
る
意
味
に
^
て
人
口
過
增
の
傾 

ri
i
jに
對
す
る「

制
限」

ど
は
認
め
難
さ
も
の
で
あ
る
。
然 

る
に

マ
广
サ
ス
が
旣
述9

如
く
、
前
軍
中
軍
殿
欺
の
比

第
四
號
一

1



十

七

怨

(

六
：土

2

雜

益

「

人
口
論J

批
判

喩

を

用

ひ

て

、
斯

く

性

的

本

能

ど

も

又

食

糧

支

給

^
,
も 

無
關
聯
な
る
も
の
、
パ
換
言
す
れ
ば
其
所
謂
人
ロ
法
則
の
：
- 

圏
外
に
立
ち
て
作
用
：t
る
社
會
現
象
を
も
、
你
無
雜
卞 

1:「

制
限」

の
範
疇
に
算
入
^
<
?
.
は
、
：：_
く
共
不
用
意
無 

撰
擇
の
感
無
き
を
得
な
い
。

第
四
號
一
六

0

反
對
論
は
、
そ
が
所
謂
1人
性
齊 
一j

の
原
理
に
背
展
す

-'
次

に

锘

ニ

版

以

後

に

：
於

る

道

^
:

g

抑

制

の

介

入

が

、 

.彼

れ

の

學

說

の

色

調

を

著

し

く

改

戀

せ

し
め
た
る
は
、 

■
何

人

も

承

認

する
所
で

あ

る

。

」

乍

併

、

之

を

以

で.«
に 

マ
ー
サ
ス
.
が

其

最

初

の

攻
«
の
標
的
た
る
ゴ
ド
牛V

の 

理
性
萬
能
論
に
降
伏
せ
る
も
の
ど
解
す
る
は
失
常
で
あ 

る
'。-:
蓋
し
，道
#
的
扨
制
は
固
ょ
0 Sf

性
の
一
發
露
に
-̂
1 

違
無
含
も
、
尙
兩
者
の
論
旨
に
は
看
過
す
可
か
ら
ざ
る

る
謝
を
非
觐
す
る
。「

此
原
理
は
必
す
し
も
人
性
が
改
善 

或

は

改

惡

せ

ら

る

、
の

不

可

能

な

る

を

意

味

す

る
に
あ 

ら
す
、唯
人
類
は
全
然
舊
來
の
或
る
齋
性
を
失
ひ
、成
は 

全
然
新
奇
な
る
或
る
屬
性
を
獲
得
す
る
事
は
出
來
ぬ
ど 

云
ふ
の
で
あ
る
。
蓋
し
人
類
の
人
類
た
る
は
、
其
特
殊 

的
資
質
を
有
す
る
故
で
あ
る
か
ら
、

一
旦
之
を
失
ふ
# 

は
最
早
人
類
で
は
無
く
な
る
の
で
あ
る
。
苟
く

も

人
類 

な
る
種
族
の
存
續
す

る
限
り
は
、
理
性
ど
想
象
、
感
W 

ど
欲
望
ミ
の
消
滅
す
る
時
は
無
い
で
あ
ら
う
0:
菩
人
は

逕
庭
を
存
し
て
ゐ
る
0

原
始
人
が
全
然
智
能
t
缺
如
せ
.
^
€

想

定

す

る

能

は

ざ
 

る
ど
共
に
、
又
千
年
後
の
人
間
が
全
然
情
欲
を
«
却 

可
しW

は
想
定
す
る
事
が
出
來
な
い」

。(Bonar:

::
:

m一
^
同
じ
く
理
性
に
依
賴
し
て
社
#
に
於
る「

切
：

呈
 ̂

& 

で
.

S 

^

1
の
頌
滅
を
希
求
す
る
も
、
：
ゴ
ド
4
シ

が

性

欲

の

絕

oo
y

然
る
に
ゴ
ド
斗
ン
の
極
端
な
る
樂
觀
^
は
、
t

il
a 

減
を
期
待
す
る
に
對
しM

「

ス
は
性
欲
の
抑
制
鳥
定
を
敢
て
爲
す
の
誤
謬
I

.

つ
て
ゐ
る
。
是
に
反
し
て 

獎
す
る

故
に
コ

ト

ヰ
ン
の

所

說

'1
:

對

す

る

有

カ

な

る

睞
に「

人
條
齊
一

」
の
取
现
が
、
優
に
人

ft

：
の
改
誇
或
は

改
惡
ど
兩
立
丨
，得
る
以
上
は
、

マ
ル
サ
ス
の
勸
獎
す
る 

;

道
德
的
抑
制
は
決
し
て
此
M
理 

< 矛
盾
す
る
も
の
で
は
:，
:
: 

無
い
。
絕
滅
皮
抑
制
ビ
の
間
に
は
單
に
程
度
.上
の
差
興 

に
：止
ま
ら
す
、M
に
本
質
上
め
蝥
異
を
荐
す
る
の
.で
あ 

る
:.
'
0

「

是
れ
ゴ
ド
ヰ
\
の
理
性
萬
能
論
を
極
端
な
る
空
想j 

ビ
し
て
排
斥
す
る
に
拘
ら
中
、

マ
ル
ャ
.ス
0
遒
德
的
抑 

制
說
に
傾
聽
す
る
者
有
る
所
以
で
あ
る
。
隨
つ
て
後
者 

の
爲
せ
る
修
訂
は
疑
も
舞
ぐ
前
者
'に
步
を
寄
せ
た 

は
.云
-
、：
.楚
を
以
て
直
に
降
伏
せ
る
も
の
ビ
は
首
肯
し:

\

 

能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
 

；

：::
. 

\ 

第
一
一に
道
徳
的
抑
制
の
追
認
：に
依
り
：マ
：ル
ナ
ス
は
罪| 

M
ビ
慘
禍
の
關
路
に
辛
ぅ
じ
て
救
濟
の
微
光
を
見
出
し\ 

た
が
何
，平

等

的

社

會

組

織

を

忌

避

す

る

點

に

於

て

彼

は

\ 

終
始
ゴ
ド
ヰ
ン
ビ
正
反
«

0立
欺
を
固
執
し
て
ゐ
る
。
 

そ
は
彼
れ
が
人
生
に
於
る
明
暗
浮
沈
の
.原
因
に
_
し

て

;; 

は
個
人
を
以
て
第
一
義
プ
爲
U
、：

社
會
組
織
を
以
て
第 

1

一
義
^
爲
し

、
然
も
第
^
義
'た
る
個
人
改
善
の
，爲
に
啦 

.
笫
十
七
卷(

六
3£
さ

雜

錄

「

人
口
論」

批
^

.1

最
良
の
手
段
を
指
示
す
る
.t
德
的
抑
制
を
維
持
し
普 

:及
せ
ん
が
爲
に
は
、
第
二
義
れ
る
社
會
組
織
を
私
布
财 

產
制
度
の
上
に
建
設
す
る
の
必
要
あ
b
ビ
思
料
せ
る
結 

果

で
あ
る
。
這
個
の
消
息
に
關
し
て
は
私
は
.旣
に
前
節 

の
末
尾
に
於
て
論
述
し
た
か
ら
愛
に
は
W
言
の
.煩
を
省 

赂
す
る
。
固
ょ
^V

私
有
財
產
制
度
を
以
て
恒
久
最
善
の 

社
#
組
織
^
爲
す
所
說
に
對
し
て
は
遽
に
左
祖
す
る
を 

得
な
い
。
喺
私
の
愛
に
云
ば
ん
：こ
欲
す
る
所
は
、
マ
t
r 

ス
は
、
明
化
其
著
第
ニ
版
以
後
に
於
て
其
學
說
の
原
理 

の
上
に
重
要
な
る
修
訂
を
施
せ
る
も
、
尙
社
會
政
策
的 

見
地
に
於
て
ゴ
ド
ヰ
ン
；じ
到
底
融
合
し
難
3
所
^
を
保 

持
し
て
ゐ
る
。
'隨
つ
て
其
所
論
の
是
非
は
翱
く
措
き
、 

之
を
以
て「

人
口
論」

の
修
訂
が
；「

政
治
的
正
義」

の
論 

旨
に
降
伏
せ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
證
左
€
見
得
る
こ
ど
で 

あ
-る
。
成
る
程
マ
ル
ナ
ス
は
第
一
版
に
於
て
は
性
欲
を 

以
て
抑
制
し
_
さ
性
情
ど
爲
1
>
第
二
版
以
後
に
於
て 

は
之
を
抑
制
す
可
き

事
を
カ

-»
^
慂
す
る
も
の
で
あ
る

第

四

號

r
ハー



.第
十
七
怨
：(

六
鬼
八〕

雜

錄

「

人a

論j

批
艸 

.か
ら
、
唯
此
點
に
關
し
此
意
味
に
於
て
の
み
彼
れ
の
修 

訂
は
彼
れ
自
身
の
最
初
の
議
論
に
對
す
る
論
理
的
自
殺 

ど
S
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
そ
れ
は
說
修
訂
を
以
て 

ゴ
ド
冲
ゾ
•€
の
論
爭
に
敗
れ
た
る
表
徵
ビ
爲
す
酷
評
ょ 

ト

、'.
,
:
»サ
ス
：を

解

澉

す.る
：事
に
：何
等
の
障
碍
を
も
提 

示
す
る
も
の
で
は
無
い
.

思
ふ
に
一
論
®
の
政
治
哲
學
を
破
碎
せ
ん
ど
す
る
限 

ら
れ
た
る
目
的
の
爲
に
、「

人

n
論」

の
著
者
は
當
初
人 

ft
の
暗
黑
而
を
極
端
に
-/
/
說

す

る

偏

執

に

陷

づ

た

が

、
ベ 

I

fl
彼

れ

於
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
り
と
自
負
せ
る 

後
、
：®
に.1

段
の
高
所
^
立
ち
て
該
問
題
を
通
觀
せ
る 

時
、
諸
種
の
論
雛
ょ
り
享

受

せ

.
る

啓

示

も

相

俟

つ
て
彼 

れ
の
胸
底
に
道
徳
的
抑
制
な
る
觀

念
の
湧
起
せ
る
は
、 

極
め
て
自
然
の
數
で
あ
る
。：
乍
併
、
彼
は
此
一
手
段
の 

效

果

に

全

幅

：の

信

賴

を

置
ぃ
て
、

.人

口

增

洳

の

趨

勢

をへ
 

眾

獨

に

防

遏

し

、
現

世

.に

蟠

蝇

す

る

罪

惡
慘
禍
の
渦
中 

よ
/
完̂
全
に
人
^
^
を
匡
救
し
得
可
し
ビ
看
做
し
た
で
有

第

四

號

|

六
ニ

ら
ぅ
乎
。
诉
愛
に
尙
彼
は
ニ
抹
‘の
悲
観
的
暗
粼
を
留
め 

て

ゐ

る
"
而
し
て
所
謂
新
，マ
ル
ナ
ス
主
義
は
此

離

に
其 

淵
源
を
發
し
た
の
で
ぁ
る
、

八

.

「

佘
は
余
の
嚴
正
に

眞
®
ご
信
ず
る
所
に
從
U
、吾
八 

が

子

女

を

扶

養

し

得

る

に

至

る

ま

：で
結
婚
を
遯
延
す

可 

き

義

務

有る
事
、
並

に

同
時
に
淫
佚
な
る

悪

行

に

耽

，_
 

せ
ざ
る
義
務
有
る
I事
を
述
べ
た
。
然
し
佘
は
未
だ
曾
て 

.是
等

の

義

務

の

双

方

は

勿

論

"

其

一

方

す
ら

完

全

に

履 

行
せ

ら

る

、

事

を

豫

期す
る

旨

を

述

べ

た

事

は
無

い

。 

•■
#
多

の

場

合

に

於.て
：、
：
此

爾

個

の

義

務

の

一

方

を

胃

潰 

す
れ
ば
、
他
の1

方
の
遂
行
を
一
層
容
易
な
ら
し

む

る 

事
は
有
b
得
可
&
事
で
ぁ
る
。
I
-
然
し
道
德
家
は
此 

兩

義

務

の

實

行

を

懇

說

し

"
各

個
人
は
其
良
心
の
命
す 

る

所

に

從

つ

て行
爲
し

な

ぐ

て

は
な

ら

ぬ

」
(
0
d
e

 

s

d 

x̂
s
t
:

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f

 

E
C
o
n
o
m

Q'D
o
c
t
r
i
n
e
s
.

 

p>..

M
2
P
' 

N
o
t
e

に
引
用)

。

.
似

上

の

論

調

は

道

猶

的

抑

制

の

效
*
に
I
す
る
.マ

ル

见
女

の

雜
/S
、
淫

佚

を伴
ひ
、
多
く
の
不
道
德
の
原
因 

ナ
ス
，：

S
#

の
信
念
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
陽

.

ビ
な
る
に
比
す
れ
ば
、
比
較
的
其
窖
惡
が
尠
少
で
あ
る 

に
道
«
的
糾
询
を
勸
獎
す
る

;?
>
、：
陰

に

其

效

果

の

微

弱w

思
惟
せ
る
爲
で
あ
る
。
彼

れ

が「
佘

は

..
^

婚
に
^
す

を
感
ず
る
の
み
な
ら
ず
去
つ
て
浙
身
生
活
を
保
持
す
る
识
撤
深
き
制
眼

p
s
a
e
n
t
E
, 

check 

(

注
意

-
1:

る
_事
久
し
き
に
及
ベ
ば
、
淫
佚
な
る
誘
惑
に
身
を
委
ぬ
一
德
的
抑
制
a
る
憤

用

語

を

此

處に
は
囘
避
し
て
ゐ
る
V 

る
0
危
險
を
埘
加
し
、
常
初
制
限
せ
ん
ビ
せ
る
惡
德
を
：
：

|

が

、

夭
折
に
優
：る
事
，を

認

む

る

に

寸

毫

も

躊

躇

す

る

.も

.反
對

に

激

成

す

る

事

有

，る
，可
き
を
憂
虛
せ
：ざ

る

を

得

な

.: 

か

つ

れ

の

で

あ

る

。
童

晷

の

理

想

を

獎

_

す
れ
ば
却
づ 

て
酿
徳
の
實
现
を
助
長
ず
る
。
：此
惡
德
を
輕
減
す
可
く 

. 

早

婚

.を

許

容

す

れ

ば"
人

ロ

乙

貧

窮

は

隨

つ

て

敬

加

す

，：
 

る
で
あ
ら
ぅ
0
烫
に
於
て
か
マ
ル
サ
ス
は
恐
る
可
き
デ 

レ
ン
マ
に
際
會
し
た
の
で
あ
る
。

ヾ
：
彼

は

其

遵

奉

す

る

功

利

主

義

的

偷

理

：

觀
を
以
て
此
難
へ 

局
^
解
決
せ
ん

€
誠

.み
，
た

。
，
無

產

:5
a

性
交

は

最

初

明
に 

彼

れ

が

罪

惡

の

中

に

算

入

せ

し

所

で

あ

る

が

、
後

，に
：は 

之

を

寬

恕

せ

ん>!
:
す

る

か

の

ロ

氣

を

洩

ら

'す

に

至

つ 

た

。
，蓋

し

彼

は

之

を

以

て

か

の

ス
r:
l
過
剩
が
貧
窮
及
び 

.
第

十

七

涖(

六
迅
九〕

雜

錄

【

人
口
論」

^
列

の
に
あ
ら
ず

」

^

一
 K

ひ
、
或

はr

余
は
貧
窮
ょ
b
生
ず 

る
惡
德
の
輕
減
は
、
此
輕
減
に
伴
ふ
他
の
害
惡
を
«
ひ 

得
て
餘
り
有
り
皮
信
中」

ど
沄
ベ
る
は
.、
如
何
に
彼
れ
‘
 

が
如
上
の
デ
レ
ン
マ
ょ
り
脫
却
せ
ん
€
し
て
苦
し
さ
辯 

务

.0
®-
を
弄
せ
る
力
を
叹
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
も
.
 

斯

の

如

き

一

秫

の

遁

辭

の

爲

に

"
彼

は

人
間
行
爲
の
準 

則
を
其
最
初
に
意
味
せ
る
が
如
き
道
德
的
抑
制
の
內
容
.
 

ビは
"
著
し
く 

_
離
せ
る
功
利
の
原
，理
の
上
に
#

植
す 

る
の
矛
盾
に
陷
つ
た
や
ぅ
に
見
え
る
。
是
れ
靡
竟
彼
れ 

が
道
徳
的
抑
制
の
效
果
に
二
心
を
抱
き
*
其
利
弊
の
估 

料
に
關
し
て
迷
路
に
立
て
る
が
爲
め
に
、

果
然
® •»
し

笫

四

號H

ハill



坑

十

七

得(

六
六
〇〕

雜

錄

f

人
口
論」

批
艸 

た
る
一
弱
點
)£
云
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ(Gide 

and 

Rist: 

History 
of 

E
c
o
n
o
m
i
e

 

Doctrines 

pp. 

129-
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)

。
謂
ふ
所
の
刺
マ
ル
サ
ス
主
義
は
此
弱g

f

の
修
訂
に
其 

緖
を
發
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
^
從
N
ば
マV

ナ
ス
は| 

:

性
交
欲

殖

欲

ビ

を
混
同
し
て
ゐ
る
が
、
此
兩
者
は 

全
く
臭
れ
る
動
因
を
有
し
、
4'
1
1然
區
別
せ
ら
る
可
き
も」

 

へ
：の
で
あ
る
"

前
者
は
人
類
に
恆
久
の
不
可
杭
的
本
能
で 

'あ
.る
；が

、
：
後

者

は

屢

々

時

代

ど

場

所

.の
耍
請
に
應
じ
て

\ 

仲

縮
^
得
る
性
情
で
あ
る
。
隨
つ
て
吾
人
は
後
者
の
結
：こ 

:

果
：に
憂
惧
す
る
事
無
し
に
、
前
者
を
充
足
せ
し
め
る
事「I 

が
出
來
る
.°
而

し

て

斯

く

す

る

事

が

菩

人

が

_1
5

の

作
.

j 

用

、

即
ち
一'は
自

然

の

生

理

的

法

則

に

應

じ

て

性

的

本
：： 

能
を
圓
滿
に
發
揮
丨
、
他
は
產
兒
i
写
ふ
至
高
の
義
務
；
 

を
偶
然
の
手
に
委
ね
す
、
又
自
rl
l
愈
志
に
$
く
外
は
晚
| 

性
ご
云
ふ
勞
多
き
仕
事
ょ
.：

o
.女

性

を

解

放

す

る

事
^:
、
r 

同

時

に

遂

行

するを
#
る

唯

一
の
方
法
で
あ
る
。

sl
i:
,
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又
マ
ル
サ
ス
の
敎
義
は
甚
だ
不
道
德
で
あ
る
。
何
^
な 

れ
ば
そ
れ
は
$

#
敎
吣
_
欲

主

義

に

感

染

し

て

生

®
學 

.の
法
則
に
背
馳
し
、
興
救
濟
せ
ん
^
す
る
害
惡
ょ
り
も 

:

一
.層
の
#
惡
を
釀
成
す
る
も
の
で
あ

る

。

彼
の
主
張
す 

る
獨
身
生
活
の

强
要
は
食
物
の
缺
乏
以
上
の
苦
痛
を
包 

含
丨
て
ゐ
る
。
又
晩
婚
は
淫
行
を
刺
戟
し
て
私
生
兒
の 

数
を
增
加
せ
し
め
、
結
局
道
德
の
冒
潰
に
終
ら
ざ
る
を 

.得
な
い
。
故
に
菩
人
は
宜
し
ぐ
無
森
兒
性
交
を
許
容
す 

可
し
ミ
云
ふ
の
が
、
新
マ
ル
サ
ス
主
義
の
論
旨
の
基
調 

で
あ
る
。
固
ょ
ら
そ
れ
は
多
樣
の
洗
練
を
經
て
遂
に
優 

:
生
學
)£
結
合
し
、
今
日
に
於
て
は
一
層
向
上
せ
る
®
想 

を
包
含
す
る
に
至
b
し
も
、
35
淵
源
を
探
求
す
れ
ば
、

*
竟
人
口
過
增
の
倾
向
が
罪
惡
慘
禍
を
誘
致
す
可
し

f
, 

，の
危
惧
を
抱
懷
す
る
點
に
於
て
マ
ル
ナ
ス
の
所
說
を
認 

:

容
し
、；
然
も
是
が
制
限
手
段
た
る
道
德
的
抑
制
の
內
容 

,
に
關
し
て
マ
ル
ナ
ス
の
所
說
に
修
訂
を
加
へ
ん
ご
せ
る 

に
始
ま
り
、
彼
等
が
敢
て
自
ら
新
マ
ル
サ
ス
主
義
の
名

擗
を
潛
舻
す
る
に
至
り
し
所
以
も
一

に

愛

に

存

す

る

の

め
，國
力
の
衰
頹
を
誘
致
す
る1
大
害
翦
の
發
生
す
可

'で
あ

る

。
；
 

.

.

.

.
 

.
き
事
を
豫
見
し
て
ゐ
れ
。「

佘
ば
常
に
不.HE

然
な

る
人
爲

ツ
乍
併
、
か 

>る
修
訂
の
提
示
を
知
悉
せ
ば
、

マ
ル
サ
的
の
人
口
制
限
手
段
を
特
に
否
認
す
可
し
。
佘
の
推
獎 

ス
は
恐
ら
く
之
を
峻
拒
：し
ft
で
あ
ら
ぅ
。
彼
れ
の
眞
意
す
る
道
德
的
抑
制
は
全
然
是
れ
せ
は
趣
を
異
に
し
て
ゐ 

は
明
に
贲
貞
€
結
婚
抑
制
6
の兩者を併び遒守するる。それは獨

6
理
性
に
依
つ
て
指
示
せ
ら
れ
宗
敎
に

を
以
T
、

家

族

維

持

の

能

力

無

き

者

の

：必

然
ft
擔
す
可 

'I
道
德
的
貴
務V

爲

し
"
：極
*
之
'を
慫
慂
普
及
せ
ん
ビ
' 

企
圖
せ
る
も
の
で

ぁ

る

。

偶
.々
彼
れ
.■が
疑
も
無
く
罪
惡 

-名
胤
惟
：せ
4
ー
行
爲
を
寬
恕
す
’る
が
如
き
妥
協
的
ぃ
ロ
吩
Z
 

を
洩
ら
し
た
の
は
、
若
し
之
を
寬
恕
せ
ざ
る
場
合
..に
反
.

」 

動
的
に
生
ず
る
惧
れ
«
る
不
«
の
禍
«
に
比
較
す
る
時 

は
、
未
だ
し
も
其
_
に
堪
へ
#
可
し
ど
信
じ
た
爲
で
ぁ 

つ
て 

> 斯
か
る
行
爲
ゼ
嗔
極
的
.に
勸
獎
す
る
が
如
き
はI 

彼
れ
の
#
想
だ
も
せ
ざ
t
し
.所
で
ぁ
る
。
却
つ
て
彼
は 

無
產
兒
牲
交
の
如
き
を
許
容
甘
ば
、
、結
婚
に
伴
ふ
個
人
：
-' 

の
の
責
任
感
を
褪
弱
な
ら
し
，：め
、

「

靈

の

弊

風

を

社

#

に 

汎
布
し
、
必
要
の
限
度
を
超
え
て
人
口
を
過
少
な
ら
し 

笫

卞

七

盤(

2
ハ
3

雜

錄

「

人
口
論1

批
刿
■

侬
つ
て
裁
可
せ
ら
れ
し
の
み
な

ら

す
、
又
最
も
著
し
き 

方
法
に
於
て
產
業
を
獎
勵
す
る
傾
向
を
有
す
る
も
の
で 

':
■あ
る
し
^
云
ひ
、
更
に「

斯
か
る
制
限
手
段
は
、
全
然
人 

ロ
の
發
達
を
姐
害
す
る
所
の
反
對
の
過
誤
に

陷

&

易
き 

:;,
i
の

で
あ
>る」

€
附
言
せ
る
擗
句
に
徵
す

る
時
は
、
現 

時
文
明
諸

國

の1 .

部
に
普
及
せ
る
新

マ
，
ナ
ス
主
義
の 

主

張

が

，
全
然
，
マ
ル
，

ナ

ス

の
眞
意
^

相
赀
馳
せ

る

所
以 

を
看
取
す
る
事
が
出
來
る
。

&
現
存
社
^
!制
度

の

：下

に

新

マ

ル

サ

ス

主

義

を

實

施 

'す
る
效
果
に
關
し
て
は
、
私
は
別
に
大
い
な
る
疑
惧
を 

抱
懷
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
そ
れ
は
費
用
知
識
等 

の
關
係
上
、
最
も
生
活
難
の
/1
迫
を
蒙
る
事
の
激
«
な

第

四

雜

一
六
洱
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.

る
、
隨
つ
て
又
產
兒
育
兒
に
降
ふ
苦
簡
の
最
も
峻
烈
な

.

/ - 

- 

—

.

.

.

..

.

. 

:
 

• 

- 

\ 

.

る
可
き
貧
民
階
級
に
、
■却
.つ
て
最
も
普
及
し
雛
き
事
情
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號

|

六
六

に
彼
等
が
產
兒
卿
限
に
依
0
其
数
を
減
少
す
る
時
は
， 

轆
て
集
圈
ど
し
て
の
彼
等
の
_
爭
カ
も
亦
雜
弱
ビ
な
る 

道
理
で
あ
る
。
然
ら
ば
新
マV

サ
.
ス
主
義
はV
下
層
社

が
存
在
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
乎
。
;而
し
て
一
方
產
兒
育
兒 

の
餘
裕
を
豐
富
.に

有

す

る»'
者

階

級

が

々

却

つ

て

是

等
 

人
生
至
高
の
義
務
を
懈
怠
し
放
縦
な
る
享
樂
を
追
求
す 

る
绣
因
ご
な
る
の
で
：は
無
い
乎
。
結
局
そ
れ
は
名
の
み 

崇
高
-に
し
て
、
實
は
富
者
階
級
の
矶
*
に
終
る
：の
で
は 

無
：い
乎
。
否
斯
か
る
，主
義
：の
提

唱

其

も

の

が

、
：旣
に
裏 

而
に
潜
む
不
健
全
な
る
思
想
を
幾
分
反
映
し
て
ゐ
る
の 

で
は
な
い
乎
。

-

第
二
に
縱
令
下
層
社
#
に
も
完
全
に
實
施
せ
ら
る
？ 

假
定
t'
る
も
、
そ
は
將
し
て
眞
；止
な
る
意
味
に
於
て
彼 

等
の
幸
福
を
增
進
す
る
所
以
で
あ
ら
ぅ
乎
。
M

ふ
に
® 

本
主
籤
の
桂
梏
ょ
り
被
撕
取
階
級
が
解
放
せ
ら
る
ゝ
道 

は
、
其
手
段
の
漸
進
的
な
る
ど
急
進
的
な
る
ご
を
問
は 

ず
、
彼
等
が
社
會
成
員
の
絕
對
多
*
を
制
し
て
其
集
圈 

の
カ
を
繁
固
に
す
る
事
が
必
須
の
要
件
で
あ
る
。
然
る

#
の
刻
下
の
窮
乏
を
救
濟
す
ど
一
方
ふ
好
餅
の
下
に
、

永 

へ
久
に
被
等
を
資
本
家
階
級
の
權
柄
に
雌
伏
せ
し
め
ん
ミ 

す
る
陰
險
な
る
_
詐
を
®
に
包
藏
す
る

か

、
尠

C
共
之 

を
助
成
す
る
結
果
を
招
被
し
な
い
乎
。
約
言
す
れ
ば
そ 

'れ
は
實
施
を
急
務
を
す
る
善
の
社
會
に
は
之
を
至
難
ビ 

す
る
支
障
有
り
、
然
も
其
實
施
を
假
定
す
れ
ば
多
數
者 

の

不

當

^

る

識

爲

的

地

使

を

饭

久

な

ら

し

む

る

缺

陷

を 

隨
伴
す
る
に
あ
ら
ざ
る
が
を
、
私
は
疑
ふ
も
の
で
あ
る
o 

然
し
愛
に
は
新
マ
ダ
サ
ス
主
義
に
就
き
て
多
言
を
® 

や
す
可
き
で
は
な
い
。
唯
吾
人
は
そ
れ
が
マ
ル
ナ
ス
の 

:

理
想
ど
背
離
す
る
事
、
並
に
此
背
離
せ
る

思
想
を
轉
生 

.
せ
し
め
た
る
原
因
ば
、
彼
れ
の
道
德
的
抑
制
に
關
す
る 

信

念

の

不

徹

底

に

^

せ

し

事

を

看

過

し

て

は

な

ら

な

い 

の
で
あ
る
。
然
も
缺
陷
は
取
に
此
點
に
止
ま
ら
ぬ
。
私

は
次
に
，新

マ

ル
サ
ス
、3 *

義
が
上
流
階
級
f

用
に
歸
す 

る
？
は
反
對
に
、

マ
ル
す

ス
：の
道
德
的
抑
制
が
結
屈
® 

者
の
み
の
義
務
ビ
化
す
る
不
公
珀
に
就
き
て 

ー
«
し
た
:

'
’j

;
::
:
:::

消
費
組
合
の
限
界
-:
3

 

p

p
.

: 

.

」

第
二
，は
心
理
上
の
相
異
で
あ
る
。
之
れ
に
は
ニ
つ
あ 

る
つ
は
上
流
及
中
流
階
級
が
利
己
的
で
あ
つ
て
、
 

相
互
抉
助
の
觀
念
に
乏
し
い
.炉
.ら
で
.あ
る
。
.彼
等
は
友
一 

人

を

敬

遠

せ

ん

が

た

め
：：

に
_

©

家

の

周

圍

を

土

塀

や

石

.‘ぺ
 

垣
で
築
き
上
げ
る
。
未
知
の
人
に
話
し
か
け
ら
れ
る
こ 

S
は

：̂

の

最

も

嫌

ふ

所

で

あ

“
、

一
種
/の
危
險
さ
へ 

感
す
る
o
彼
等
ば
本
質■的
に
個
人
主
義
者
で
あ
る
0
然

.

:る
に
勞
働
者
は
之
れ
ど
は
.異
つ

て

ゐ

る

。
彼
は
，社
#

主 

:
笫

十

七

猞(

六六三

)

雜錄消双砠合の趿界

■義
者
、
民
主
黨
員
、
協
働
組
合
員
皮
な
る
自
然
的
傾
向 

を
持
つ
て
ゐ
る
。
相
互
扶
助
は
工
場
の
煙
が
濃
厚
な
所 

で
あ
れ
ば
あ
る
程
發
達
す
る
。
從
つ
て
組
合
も
之
ご
比 

例
し
て
か
く
の
如
き
處
で
發
達
す
る
の
で
あ
る
。
今
一 

つ
ば
、
k
流
中
流
階
級
の
虛
滎
で
あ
る
。
彼
等
^
店
の 

主
人
や
小
僧
に
御
世
辭
を
澤
山
使
つ
て
貰
ひ
さ
へ
す
れ 

ば
,
少
々
品
物
の
高
い
位
は
我
慢
す
る
。
そ
し
て
御
世 

:

辭
ビ
掛
質
ど
の
た
め
に
月
末
の
支
挪
に
困
る
ご
を
も 

忘
れ
て
收
入
に
不
相
當
な
金
使
ひ
を
す
る
。
破
產
に
陷 

.る
の
は
掛
買
ご
御
世
辭
C
に
血
迷
ふ
か
ら
で
あ
る
。
然 

る
！

帳
場
を
越
え
て
茶
を
貞
る
人
は
、
組
合
員
を
華 

客
ど
ー
て
収
极
は
な
い
で
、友
人
ご
見
做
す
の
で
あ
る
。
 

而
.し
上
流
中
流
.踏
級
を
し
て
、
此
組
合
の
精
神
を
了
解 

せ
し
め
る
こ

S
は
左
程
困
難
で
は
な
い
。其
例
ど
し
て
、
 

ゥ
ル
ブ
氏
の
擧
げ
て
ゐ
る
の
が
偷
敦
の
實
例
で
め

る
V 

勿
論
、
此
例
は
此
場
合
を
證
.明
す
る
も
の
i
し
て
は
、
 

少
々
不
適
當
で
は
な
い
か
足
も
忍
は
れ
る
の
で
あ
る

:

I 

第

四

鱗
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ふ
ハ
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